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種目（ 国 語 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○特別な明朝体を使用

○表紙がやや硬め。

（カラーデザイン）

（表現）

（インキ）

○植物油インキ

令 和 ３ 年 度 使 用 中 学 校 教 科 用 図 書 調 査 研 究 報 告 書

２
東書

○各単元の「てびき」に、考える道筋が示さ
れている。 ○文字の大きさと書体、罫線や囲

みの使い方、色遣いなどを工夫。○対話的で深い学びをするための資料や教
材の提示が順序立ててある。

○学習目標が本文の最後(単元の最後）に明
記されている。

○論説文に関して、生徒の興味を示す内容
のほうが望ましい。

○QRコードがあり、その中の動画、練習問
題などは利用しやすい。

○QRコードの中の教材を使える
ものには、Ⓓマークがついており、
学びを深めたり、興味付けにはよ
い。

○教科書の資料編のところのカ
ラー刷りの色が多い。

○教材の配列が、文章の種類を中心にまと
めらている。

○単元タイトルが「作品を論じる」（小説）、
「文章の展開を考える」（説明文、新聞）とい
うようになっている。

○てびきを読むことで自主・自発的な学習
が期待できる。

○生徒にわかりやすく、漫画形式で表記され
ているため、苦手意識がなく活動に取り組
める。

○１年生の説明文の導入教材がわかりやす
くて良い。

○古文の内容が子どもに身近でかつ、掲載
されている数も多く最も充実していると考
える。

○「学びを支える力」として説明的な文を読
む場合と文学的な文を読む場合に大切にし
たい力（考え方）がまとめられている。

○カラーユニバーサルデザインの
観点から、すべての生徒の色覚特
性に適応するようにデザイン

○小説、随想の舞台、
説明文の内容におい
て偏りがない。

○QRコードより読み
取り、インターネットか
らの資料の利用がで
きる。音声による読み
も聞くことができる。

○「学びを支える力」
として説明的な文を
読む場合と文学的な
文を読む場合に大切
にしたい力（考え方）
がまとめられている。

◎単元の最後に単元の目標を書い
ている。

◎色合いや見やすさ、紙の質につ
いて、教科書をひらいてみたいと
思う作りになっている。
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種目（ 国 語 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

（カラーデザイン）

（インキ）

○植物油インキ

（表現）

○全体的には、適切な色遣いであ
る。

○思考のポイントが図解化されて
いる。

○情報能力育成のために、論説文と広告の
学習→ポスターを書く学習へと系統的に組
み立てられている。

○論語の単元で、訓読の仕方の確認（復習）
があり、分かりやすく解説されている。

○古文の折り込みページなどカラーで興味
をひく内容となっている。

○各単元の新出漢字には熟語が１
つ載っている。

○「学びの道しるべ」の部分の行間
が広い。本文と考えるページの行
間の違いがアクセントになってい
る。

○単元のタイトルが、「ものの見方・感性を養
う」（俳句、随想、指標文）「視野を広げる」（論
説、小説））というように違う種類の文章が
一つの単元に組み込まれている。

◎単元のまとめにディスカッションやレポー
ト、スピーチなどの発信型の活動が取り入れ
られている。

◎タイトルの下に単元の目標が書
かれている。

〇ものルビではない

15
三省堂

○図解によるイメージ
を載せてくれていて、
生徒自身での利用が
できる。

○小説、随想の舞台、
説明文の内容におい
て偏りがない。

○QRコードの読み取
りをすると、古文と口
語訳をファイル形式で
載せてくれている。

○奈良時代から現代
までの代表的な作品
とその冒頭が年表の
形式でまとめられて
いる。

◎色合いや見やすさ、紙の質につ
いて、教科書をひらいてみたいと
思う作りになっている。

・特別支援教育へ配慮
（教科書へ記載なし）

○カラーユニバーサルデザインに
配慮

○文法や読書の広場を巻末にまとめてあ
る。

○各単元の「学びの道しるべ」において、目
標→内容整理→読みを深める→自分の考え
を深める→学びを振り返るという手順が示
されており、主体的対話的な学びを深める
上で活用できる。

○課題作文の書き方について、具体的な指
示があり、文章をまとめるのに役立つ。

○教材の配列が、内容中心にまとめらてい
る。

○和歌の単元で、技法の説明がわかりやす
い。

○全観点においてバランス良く収録されて
いる。
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種目（ 国 語 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント【ロゴ有】 ○表紙がやや硬め。

◎最初の写真が鮮やか。

（表現） （カラーデザイン）

○カラーユニバーサルデザイン

　【ロゴ有】

(インキ)

○植物油インキ

(その他)

○単元の終わりの「みちしるべ」で学習指導
要領の示す目標と関連付けられている。

○SNSやパラリンピックの題材があるなど、
他の教育活動と関連付けて学習することが
できる。

◎SDGsを踏まえた内容が掲載されている。

１７
教出

◎タイトルの下に単元の目標が書
かれている。

○巻末に資料が掲載
されていて、学びを広
げることができる。

○各単元の新出漢字には熟語が１
～２つ載っている。

○学びリンクで、教材にかかわる
資料などをウェブサイトで見ること
ができる。

○表現・理解に役立つ言葉がまとめられて
いる。（語彙力）

○各単元の「学びナビ」のページで、取り組
む道しるべが示されている。

○「連作ショートカットショートを書く」の教
材は、四人一組で書くにあたり、四人で構成
を考えたりし、対話的で主体的な活動にな
る。

○深い学びのためにSDGsの視点を取り入
れた「問い」を設けている。 ◎学年によって色の特徴が出てい

る。
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種目（ 国 語 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォントを使用　【ロゴ有】

○和歌の単元の資料はわかりやすい。

（カラーデザイン）

○カラーユニバーサルデザイン

(インキ)

○植物油インキ

○単元がバランス良く収録されている。

（表現）

◎優しいイメージがある。

○単元のあとにある学習のページが充実
し、表も多く生徒に見通しを持たせる役割を
担っている。

○単元末の学びのところに、内容をとらえ
る、読みを深めるなどの表記があり、順序立
てて振り返りや生徒自身で学びを進めるこ
とができる。

○論語の単元で、訓読の仕方の確認（復習）
がある。

○情報活用能力育成のために、「情報」とい
う項目の教材が明示されている。

○各単元の「学習」において、目標→捉える
→読み深める→考えをもつ→振り返るとい
う手順が示されており、主体的対話的な学
びを深める上で活用できる。

○対話的・主体的に学びを広げるために、各
観点別に詳しく書かれている。

○話す、聞くの観点のページの説明が充実。

３８
光村

○主体的な学びを促すために、目標を明示
し、学習過程を示している。

○「語彙力」「論理的思考力（情報教材）」に重
きをおいており、「感情を表す語彙」や「思考
法」についてまとめられている。

○深い学びに導く手立てを具体的に示して
いる。

○読書単元で、実際の本の冒頭のみを載せ
て、続きを生徒が読みたくなるように仕向け
るのは、読書を促す一つの方法である。

○QRコードが載せてあり、資料へ
のリンクとなっている。

○話すは緑、書くはオレンジ、読む
は青で別々に表記されている。

○学習の窓に、図解を交えて、説明
がされているので、自分で学習を
進めることができる。

◎SDGsを踏まえた内容が掲載されてい
る。

○「読書生活を豊かに」の領域がより興味を
ひく内容になっている。

○各学年とも表紙がかわいらしく
て良い。

○主体的にまとめることを示されていたり、
発表したりすることも明記されている。

○巻末の「学習を広げる」の所に詳しく説明
がされていて生徒自身が発想を広げる学習
に役立つ。

○全体的に適切な色遣いである。

○歴史的仮名遣いについては右側
に黒字のカタカナで括弧書きの表
記。

◎一年生では、「野原はうたう」のひらがな
の詩から始まっており、忠一ギャップへの配
慮が見られる。

◎タイトルの下に単元の目標が書
かれている。

○色だけでなくイラストでも領域
を識別できるようになっている。

○論説文の中で、図表を結び付けて読むこ
とが順序立て読み取りできるように書かれ
ている。生徒に理解しやすい工夫がされて
いるように感じる。

○「語彙力」「論理的思
考力（情報教材）」に重
きをおいており、「感
情を表す語彙」や「思
考法」についてまとめ
られている。

○QRコードより読み
取り、インターネットか
らの資料の利用がで
きる。

○古文の音声データ
が生徒自身で聞くこ
とができる。

○小説、随想の舞台、
説明文の内容におい
て偏りがない。
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種目（ 書 写 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント）

○国語科の教材と連動していてよい。 ○UDフォント【ロゴ有】

（カラーデザイン）

◎生活に関連付けて構成されている

○半紙書きの教材が少ないように感じる。

(インキ)

（表現） ○植物油インキ

○毛筆と硬筆のまとまりや関連性がある

○2，3年は硬筆が多く、実情に則している。

◎懸腕法の説明が書かれている。

〇情報量が多い

○点画の書き方などの部分で、線だけでは
なく、筆のおき方の図解や絵が入っており、
見やすい。

○用具や用材に関しても詳しく取り上げて
おり、関心を持たせることができる。

令和３年度使用中学校教科用図書調査研究報告書

◎書の歴史や背景の分かる工夫が見えてく
る。

◎教科書をお手本にする時に半紙の外に解
説が書いているイメージがる。

◎「とん、すう、ぴたっ」と筆運びを
音で表しており、中1ギャップへの
配慮をうかがえる。

２
東書

○生涯使える手紙の書き方やあて名書きの
仕方、時候の挨拶などが記載されている。

○たくさんの色を使わず、落ち着
いた紙面になっている。

○それぞれの単元の説明が詳しく書かれて
いる。

○まとめのページや「書写テスト」があること
によって、学習の定着を計れる構成になって
いる。

○文節で改行することで、文章が
読みやすいよう工夫されている。

○毛筆教材のあるページは、余白
を含めて半紙の縦横比率に合わせ
てあるので、半紙での配列の参考
になる。

○防災・安全やキャリア教育、人権・福祉など
現代的な課題に対応している。

○振り返りページがあるため、次の学習への
意欲につながる。

○「生活に広げよう」の活用単元があり、職
場体験や地域の行事など、生徒に身近な題
材に書写の学びを生かして考えられるよう
になっている。

○持続可能な開発目標について考えられ
る。

○AB 判のワイドな紙
面を活用して，図版を
大きくして資料性を
高め，書き込み欄を充
実させている。

○色覚の多様性を配慮し、カラー
ユニバーサルデザインを採用

○左利きの生徒への配慮が見られ
た。

○半紙と同じ倍率で教材の文字が
示されており、見やすい。

◎ページの横に、解説が細かいと
ころまで書かれている。
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種目（ 書 写 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント）

（カラーデザイン）

○カラーユニバーサルデザイン

(インキ)

○植物油インキ

○巻末の資料も充実している。

○文字の形や調和を中心にしている。

◎懸腕法の説明が書かれている。

○本時の学習内容が大きな文字で
表示されているため、目標をもっ
て取り組みやすい。

○はがきや手紙の書き方、時候の挨拶など、
授業時でなくても使える資料が多いように
思われる。

○文字も、説明部分と見本にする
文字に字体に区別があり見やす
い。

１５
三省堂

○学習する上での基礎から高等学校芸術科
書道に至るまでの段階が踏まえられており、
見通しが立てやすい。

○文字を書く上での基本となる楷書の例が
多く、字形を覚えやすい。

○文字の変遷について関心を持たせるペー
ジがある。

○教材の文字の量も適当で、学習内容や順
番も系統立っていてよい。

○普段から目にする文字というものに興味
をもたせる内容があるため、自ら「文字を探
す」「文字に興味を持つ」ということができる
のではないかと感じる。

○「やってみよう」では、一年間の学習内容
を生かして書くことになっていて、学習の定
着を実践の中で実感することができる。

○書き込むページがたくさん用意されてい
るところがよい。

○普段から色々なところで使われている「文
字」の多様さを提示しており、親しみやすい。

○様々な箇所で教科
書に直接書き込むよ
うになっている。

○学習内容が一目でわかるため、
生徒が見通しを立てやすいと感じ
る。

○日常的に使うであ
ろう都道府県名の学
習ができるのは生徒
にとって、良いと感じ
た。

○色など、識別しやすいように工
夫してある。

○紙面構成もすっきりしていて見
やすい。

○写真やイラストなどの視覚的な
アプローチも豊富である。

○国語科の学習内容と連動した展開になっ
ている。
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種目（ 書 写 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント）

○各学年で学ぶ古典文学と連携している。

（カラーデザイン）

○カラーユニバーサルーデザイン

○表紙から「書」を感じられる。 【ロゴ有】

(インキ)

○植物油インキ

○手本はそのままで使える。

◎懸腕法の説明が書かれている。

○教材の生徒名や、キャラクター写
真の男女比や、男女を区別するよ
うな色彩など、現代社会に必要な
配慮がされていた。

○右に教材の文字、左にポイントの
解説が載っている見開き完結型な
ので、見やすい。

○UDフォント及びオリジナル教科
書体【ロゴ有】

○手紙や願書だけでなく、情報を書いて整
理する複数の方法を例示してあるのが良
かった。

○美術との教科横断的な配慮が見受けられ
る。

◎書の歴史や背景の分かる工夫が見えてく
る。

◎教科書をお手本にする時に半紙の外に解
説が書いているイメージがる。

○コラムの「日本建築と『書』」から、書と様々
なものとのつながりが感じられてよい。

○毛筆より硬筆を中心に組み立てられてい
る。

○点画の書き方などの部分で、図解や絵で
はなく、筆を用いて解説を行っている。

○学習活動や日常生活の中で活用できる書
写力の育成に注力している印象である。

１７
教出

○行書の運筆の説明が丁寧で、視覚的にも
わかりやすい。

○楷書と仮名文字を混ぜて書かせるところ
から、漢字に対してひらがなは少し小さく書
くなど、硬筆ながら毛筆の基本を学ぶことが
できる。

○仮名文字も実際に書くところがあり、良
い。

○各学年を通し、古典文学の単元がある。書
写に関するテスト問題がある。

○言語活動、文学作品などが豊富に掲載さ
れているため、文字そのものから興味・関心
をひくのではなく、生徒が取り組みやすい事
柄から、主体的な学習につなげることができ
るのではないかと感じる。

○目標から振り返りまでのステップが明確
である。

○順を追って学習・確認することにより、基
礎・基本の定着だけではなく、他字への応
用、日常化まで学習を深めることができる。
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種目（ 書 写 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント）

○UDフォント【ロゴ有】

○三年の内容は、無理のない分量でよい。

（カラーデザイン）

○カラーユニバーサルデザイン

(インキ)

○植物油インキ

◎硬筆から始まっている。

○半紙と同じ倍率で教材の文字が示されて
おり、見やすい。

○毛筆の例が多く、現代を生きる子どもた
ちへの字を書くことへの意識の低さ（特に毛
筆）を取り戻そうとする様子が見受けられ
る。

○QRコードをかざし
て文字の書き方や、毛
筆の準備の仕方など
がよいと感じた。

○QRで運筆を動画で
確認できるのもよい。
学習指導書も充実し
ている。

○「書写ブック」がつ
いてあり、実際に書き
込んで学習する際に
便利である。

○教師が、回収して点
検もしやすい。

○書き込めるページが多いのは、授業をす
る上で便利である

○毛筆はほとんどが実物大であるので、そ
のまま授業で使える

○デザイン文字など文字の使い分けにも言
及しているので面白い。

○情報量が多いのは良いことだが、細かす
ぎるところも見受けられる。

○様々なところで使われている文字の学び
が生活に直結するようになっているため、文
字に親しみやすくなっている。

○「やってみよう」の単元やコラムの内容が、
前後の単元の目標と関連付けられたものに
なっており、学習を深め、意欲的に取り組め
る。

３８
光村

〇国語科の教材に関する単元がある。

○毛筆の例が多いのは、書写が苦手な先生
への配慮になっている。

8



種目（ 地 理 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○図と文がしっかり分かれている。 ○UDフォントを使用。 ○AB判

（カラーデザイン）

（表現）

（インキ）

○植物油インキ

◎奈良県は、過疎化で取扱い歴史的景観の
紹介で紹介されている。

○歴史分野、公民的分野だけでなく、他教科
との連携ができる工夫がある。

◎単元のはじめに、「課題をつかむ」「課題を
追求する」課題を解決する」といった地理を
学習する流れのことが書かれている。

令和３年度使用中学校教科用図書調査研究報告書

○グラフや地図に、色覚特性があ
る生徒にも見分けやすい色を使
用。

○巻末に「統計・資料」
がついている。

○世界の気候では、植生と説明がセットで掲
載されているが、雨温図は別ページに載せ
られている。

○単元ごとの「まとめの活動」で様々な思考
ツールがあり、思考を整理し表現する力が身
につく。

○学習課題もページごとに設定され、生徒
も教員もめあてを作りやすい。

２
東書

〇全体的に柔らかい色使い

○写真やグラフなどの量については適切で
ある。

○「日本の姿」を世界地理の最初に学習する
のは適切。

○単元中や末に特集ページがあり、話し合い
や読み物資料として使いやすいページがあ
る。

○「身近な地域の調査」を日本地理の最初に
取り上げているので、導入しやすい。

○文字の幅があり、シンプルにまと
められている。

○一枚のページに数多くの資料が
掲載されており、一目見ただけで
分かりやすい作りになっている。○「地域のあり方」を全体の最後に取り上げ

ることで、地理学習のまとめを行っている。

○「地理にアクセス」で、興味をもった事柄に
ついてより詳しく理解することができ、生徒
の興味関心を引き出す工夫がされている。
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種目（ 地 理 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント【ロゴ有】 ○AB判

（表現） （カラーデザイン）

○カラーユニバーサルデザイン

【ロゴ有】

（インキ）

○植物油インキ

○クリーン電力使用

◎用語説明が一番多い。

（印刷）◎地理を学習するに当たっての導入の説明
が詳しい。

○図に無駄がなく、シンプルにまと
めてある。

○「身近な地域の調査」を日本地理の最初に
取り上げているので、導入しやすい。

○世界、日本の諸地域の地図が大きく掲載
されているため、地形などの構造がはっきり
と見やすい。

〇全体的に色味は淡白ですっきり
している。

○巻頭に学習の進め方が掲載されている
事、SDGｓについても明記されているなど
の工夫がある。

〇世界の気候において各気候の雨温図が
ページごとにある

○各単元のページごとに、学習する単元の
関連ページが掲載されており、紀州事項の
確認やほかの単元との関連が分かりやすく
明記されている。

１７
教出

○「表現」のコーナーがあり、説明する力の育
成に配慮がされている。

○重要語句のフォントを変えてお
り分かりやすい。

○１時間の授業を見開き２ページ
で構成。

◎京都のことが大きく書かれている。

○「日本の姿」を世界地理の最初に学習す
る。

〇余白を出し、資料は多すぎずという印象。

〇世界の気候において、各気候帯ごとに雨
温図を掲載している。 〇単元名が特徴的で内容への興味は持ちや

すい。
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種目（ 地 理 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） (フォント） ○AB判

○UDフォント【ロゴ有】

○写真が見やすく、鮮やか。 （カラーデザイン）

○色覚特性に配慮した色使い

（インキ）

○語句の解説がある。 ○植物油インキ（ライスインキ）

（表現） 【ロゴ有】

◎奈良県は、歴史や林業のことで取り扱って
いる。

◎地図帳と併用して使うことを前提として
いる。

○二次元コードの利用で，教科書に掲載して
いる資料の一部を，タブレットパソコンなど
で閲覧できる。例え
ば，「地球儀での距離と方位の調べ方」
（p.11）など，「技能をみがく」コーナーを中
心に動画を収録している。

○振り返りの量が豊富で、紀州事項をもれ
なく抑えることができる。

○「日本の姿」を世界地理の最初に学習す
る。

○図の量や文章量も適量で教師にとっても
生徒にとっても、使いやすい。

○「地域のあり方」を全体の最後に取り上げ
ることで、地理学習のまとめを行っている。

４６
帝国

○単元中や末に特集ページがあり、話し合い
や読み資料として使いやすいページもある。

○「身近な地域の調査」を日本地理の最初に
取り上げているので、導入しやすい。

○全体的に鮮やかで見やすいが、
資料の大きさも大きくなり数も増
えたので、余裕が無い感じを受け
る。

○学習課題などが矢印などを用いて掲載さ
れているため、分かりやすくなっている。

○内容と資料との連動率が高くなったの
で、見やすい。

○小学校で既習の事項や歴史・公民との関
わりが示されている。

◎教科書の横を色分けし、単元名
などテーマが分かる。

○資料集がいらないくらいの資料量になっ
たと思う。

○世界の気候で雨温図と植生が同
じページにあり分かりやすい。

○グラフや資料が豊富であり、学習する際に
多面的、多角的に考えることができる。

○帝国の地図帳と連
動しているので使い
やすい。

○世界の気候で、植生と雨温図が同ページ
に掲載されており、比較しやすい。

○ 各章・節では，学習内容に関連する動画
を，章末特設「学習を振り返ろう」では，知識
を確認する問題の解答を閲覧でき，自学自
習を支援。

○地形の高低差が分かりやすい。

○太字が強調されていて、分かり
やすい。
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種目（ 地 理 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） ○AB判

○配列、配分等に大きな特徴は無い。 ○UDフォント【ロゴ有】

（カラーデザイン）

○カラーユニバーサルデザイン

【ロゴ有】

（インキ）

○図や資料を簡単に説明している。 （表現） ○植物油インキ

◎教科書の横を色分けし、単元名
などテーマが分かる。

◎奈良県は、歴史や林業のことで取り扱って
いる。

◎索引では、本文中で太字で紹介されてい
るところを赤字で紹介されている。

○雨温図が気候帯ごとに掲載され
ている。

○特集ページはほかのものと比べるとすっ
きりした印象を受ける。

〇世界の気候において各気候の雨温図が
ページごとにある。

１１６
日文

○世界の気候の植生写真が大きく
見やすい。

○日本の地域別地形の地図の色が
濃い。

○「日本の姿」を世界地理の最初に学習す
る。 ○ページごとに学習内容の確認があり、振り

返りしやすい。

○学習課題のところに、見方・考え方を掲載
しているため、何に注目して学習すべきかが
明確である。

○写真等の図版を大きく示して，
生徒の興味・関心をひきやすくして
いる○学習課題や確認に加えて、追及するテー

マが設定されており、深い学びにつなげるこ
とができる。

○スキルアップをつくり、活用方法を詳しく
説明している。

○「地域のあり方」を全体の最後に取り上げ
ることで、地理学習のまとめを行っている。

○日本地理の最初に「身近な地域の調査」を
取り上げており、導入しやすい
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種目（ 歴 史 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント ○AB判

（カラーデザイン）

○人物紹介と特集が増えた。

（表現）

（インキ））

○植物油インキ

令和３年度使用中学校教科用図書調査研究報告書

○色覚特性がある生徒にも見分け
やすい色を使用。

○グラフや地図などでは、凡例を
使用せずに図中に直接示すように
したり、読み取りづらい破線や点線
を減らしたりしている。

○中世ヨーロッパとイスラム世界の拡大が一
つの単元にまとめられている。

○身近な地域を学ぶ方法が、通史を学ぶ前
に設定されている。

○「探求のステップ」の欄で、その単元の対
話による理解が深まるように工夫している。

○導入の活動で、想像図を使い深い学びが
できるようになっている。

○「みんなでチャレンジ」で、仲間と協働して
問題解決を図る取り組みができる。

○資料と文がきっちりと整理され
ていてわかりやすい。

○写真や資料が少し大きくなり、見
やすくなっている。

○巻末の年表は三つ
折りで一枚になって
いる。

２
東書

◎ページの下に年表が示されてお
り、学んでいる時代や世界史と日
本史の時間軸が分かりやすい

○持続可能な社会の実現の視点が盛り込ま
れている。

○写真と図で色合いを変えて、資
料が見やすくなっている。

○資料と資料の間をとっていて、
見やすい。

○単元の見出しやページ数を、時
代ごとに色分けしている。

○現行の教科書にある、キャラク
ターなどがなくなり、全体的にすっ
きりした印象がある。
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種目（ 歴 史 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント【ロゴ有】 ○AB判

（カラーデザイン）

○カラーユニバーサルデザイン

【ロゴ有】

（インキ）

○植物インキ

○印刷にグリーン電力使用

（表現）

種目（ 歴 史 ）

◎ページの上に年表がついている。

○「歴史の窓」をきっかけに、興味を持った
人物やできごとについて自ら探究すること
ができる。

○行間が広く、紙面の背景色がオ
フホワイトなので読みやすい。

〇小単元名に個性が出ている。

○学習の初めに「学習を始めよう」で、興味
をひく図を示している。

○単元の表題が単なる事項名では
なく、単元愛用を表す語句になる
よう工夫されている。

○珍しい資料も多く興味を引く。

１７
教出

○各単元のタイトルが興味を引くものであ
る。

○内容が多くなく厳選されているが、一部内
容（世界恐慌・ファシズム）が簡素化されてい
る。

○第一次世界大戦以降の授業配当時数が多
い。

○章末のまとめで、歴史の舞台を地図上で
復習できるようになっている。

○各単元の「表現！」にグループで取り組む
ことによって、他者の説明を聞き自らの考え
を深めることができる。

○時代の導入に、資料を大きく使っており、
対話の授業をしやすくしている。

○ロシア革命についての記述が、どの教科
書よりも詳細。

○単元だけでなく、章ごとの問いもあり、考
えさせる工夫がされている。

○ページの題名の上に年表を表示
していて、今どこの時代を学習して
いるのかわかりやすい。

○時代スケールがタイトルのところ
にあり、これから学ぶ単元がどの
時代なのか把握しやすい。

○巻末の年表内容が
くわしい。
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　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント【ロゴ有】

（カラーデザイン）

○単元のタイトルが斬新で面白い

◎ページの横に年表がついている （インキ）

○植物性インキ（ライスインキ）

（表現） 【ロゴ有】

種目（ 歴 史 ）

○色覚に特製のある生徒で見識別
しやすい色を使うよう配慮。

○二次元コードの利用で、教科書に掲載して
いる資料の一部や学習内容に関連する動画
を閲覧できる。

○コラムの内容が充実しており、中でも「多
面的・多角的に考えてみよう」では、さまざま
な立場の人々の考えを知ったうえで、自分な
らどのようにするのか考えることができる。

46
帝国

○韓国併合の資料の写真は、「韓国服を着た
伊藤博文」と「和服を着た韓国皇太子」の両
方を掲載。

○「章の学習をふりかえろう」は、言語活動の
育成を意識したものになっている。

○「タイムトラベル」に取り組むこと
で、これから学ぶ時代のあらましを
知ることができる。

○ポツダム宣言の受諾では、「天皇制が維持
できるという考えの下」の記述がある。

○色彩ははっきりしており、資料集
のよう。

○各単元の「確認しよう」、「説明しよう」で、
基礎的な内容と発展的な内容の両方につい
て復習できる。

○人物紹介が丁寧で興味関心を引きやすい
工夫がされている

○各単元の学習課題だけでなく、章や節を
つらぬく問いも示されている。

○地図や図版が豊富に使われ、視覚的な観
点から理解を深めていけるように編集が行
われている。

○コラム的に扱っている人物や内容に工夫
がある。

○章末のまとめは考察したことを、記述また
は言語活動を通してふり返れるようになっ
ている。

○「タイムトラベル」で時代ごとの場面を示
し、考えることで時代の特徴をつかみやすく
している。

○創作キャラクターがアニメチック
すぎて少し困る。

○文字が見やすく工夫されてい
る。
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　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○AB判

（カラーデザイン）

○カラーユニバーサルデザイン

（表現）

（インキ）

〇高校の教科書並みに情報量が多い。 ○文字が小さく、知識量が多い。 ○植物性インキ

（印刷）

○学習課題や確認に加えて、追及するテーマ
が設定されており、深い学びに繋げることが
できる。

○「歴史へのアプローチ」で、学習したことを
もとに自ら探究していくことができる。

○章のまとめのレイアウトが見やすく、生徒
が取り組みやすい形になっている。

○資料が豊富で、資料集を活用す
る必要がない。

○紙の質が薄いように思われる。

○内容が詳しく、どの分野においても深い学
びができるようになっている。

○写真やコラムに関連する考えてほしい課
題を明確にしている。

○説明が詳しい。

○資料が豊富にあり、指導者が取捨選択す
る必要がある。

81
山川

○章のまとめがしっかりしていて、取り組む
事で力をつけることができる。

〇時代のスケールや年表が掲載さ
れていない

○重要語句としている太字部分が
多い。

○資料が詳細に示されていて、生徒が主体
的に学ぶことができる。

○身近な地域を調査しレポートにまとめる方
法が、丁寧な説明で掲載されている。

○世界史の範囲が詳しく書かれており、教科
書だけで十分深い学びができる。
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種目（ 歴 史 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○内容の配列に独自の工夫がある。 ○UDフォント【ロゴ有】 ○AB判

（カラーデザイン）

（インキ）

○植物油インキ

（表現）

◎ページの横に年表がついてい
る。学んでいる時代や世界史と日
本史の時間軸が分かりやすい。 ○単元ごとにサブタイ

トルがついている。

カラーユニバーサルデザインに配
慮

○ページの最後に「確認」欄をつくり、簡単な
問いでそのページの課題を考えようとして
いる。

○年表にあわせて世
界遺産の図判がある。

○単元ごとにサブタイトルがつけら
れている。

○事項を説明するための地図が多数掲載さ
れている。

〇資料が大きく見やすいが、内容
が希薄な感じがある。

○「アクティビティ」では学習の流れが明記
されており、グループで学習した時代の特色
を話し合ったり、自分の考えを整理して表現
することができる。

○「～編」の見出しや、各編の初め
に掲載されている資料の図版が大
きく迫力がある。

○資料などが大きく見やすく工夫
されている。

○シンプルにまとめられていて、文
字が大きく見やすい。

○資料の目新しさや量は程よく、資料集がい
らないほど。

○時代スケールだけでなく小年表
も掲載されているため、出来事が
起こった順番が把握しやすい。

○章末では、年表と地図を使って学習の整
理ができるようになっている。

１１６
日文

○ポツダム宣言の受諾については、「天皇制
の存続の確認」の記述あり。

〇資料が多く１単元が２ページ以上になって
いるところが多々あり、区切りがつけにく
い。

○資料が厳選されており、多すぎずに見や
すくなっている。
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種目（ 歴 史 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○AB判

○神話についての記述が詳細。 （カラーデザイン）

（表現）

○「太平洋戦争」は「大東亜戦争」と記述。

○日本の東南アジア侵出を肯定的に記述。

（インキ）

（印刷） ○植物油インキ

○色覚特性を踏まえて判別しやす
い色の使用や表示を工夫。

○ふりがなにゴシック体を用い、小
さな文字が読み取りやすいよう配
慮。

○「なでしこ日本史」で、女性に焦点をあてた
コラムを掲載している。

◎導入で、大阪の地形や信長、秀吉、家康の
関連性など、わくわくする情報が取り扱われ
ている。

〇単元が通し番号になっている。○「歴史のターニングポイント」では、資料を
基にしてグループで話し合い、自分の考えを
深めることができる。

○独自の歴史観に基づく記述が見られ、用
語にもそれが表れている。

○「学習のまとめ」では、年表、資料、地図な
どを用いて学習内容をふり返ると共に、自ら
考える取り組みができる。

○紙面のレイアウトが見やすく、文
字も読みやすい。

○韓国併合の資料の写真が「韓国服を着た
伊藤博文」を掲載。

227
育鵬社

○大和朝廷（大和政権）、帰化人（渡来人）、
大東亜戦争（戦後は太平洋戦争）と表記され
ている。

○「なでしこ日本史」で女性にスポットを当て
たコラムを掲載している。
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種目（ 公 民 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント

○資料が豊富にのせられている。

（カラーデザイン）

（表現）

（インキ）

○植物油インキ

令和３年度使用中学校教科用図書調査研究報告書

○第5章の導入でSDGｓ「持続可能な開発
目標」をあげ、地球規模での問題提起を行っ
ている。

○グループで話し合うテーマが「みんなで
チャレンジ」などに明示されており、他者の
意見を聞いて自らの考えをまとめることが
できる。

２
東書

○章末の「探究のステップ」で段階的に問い
に取り組み、深い学びへ結びつけるようにし
ている。

○章ごとに「導入の活動」から「まとめの活
動」につながるいろいろな思考ツールが用意
されている。

○小集団での参加型学習が行えるコーナー
が設けられ、対話的な活動が実践しやすい。

○グラフの色使いが見やすく工夫
されている。

○「もっと公民」でQRコードで読み取り、地
歴公民の関連ページを見ることができる。

○「１８歳へのステップ」で成人年齢引き下げ
に伴い、活動できることを詳しく説明してい
る。

○キャラクター等が記載されてい
ないため、見やすくなっている。

○色覚特性がある生徒にも見分け
やすい色を使用。

○グラフや地図などでは、凡例を
使用せずに図中に直接示すように
したり、読み取りづらい破線や点線
を減らしたりしている。○学習課題を提示し、課題追及を行う方法

として「見方・考え方」、まとめとして「チェッ
ク」「トライ」を設けている。

○「学習課題」が設定され、その問いの答え
が「チェック」と「トライ」で記されているた
め、思考を働かせやすい。

○１単位時間の内容として見開き２ページを
原則としている。

○教育漢字外の漢字や固有名詞のふりがな
をつけてある。

○「私たちと経済」に多めの配当をしてい
る。

◎右側のページ下に「チェック」と「トライ」の
欄があり、主体的な学習が、歴史の教科書と
同じ方法で学ぶことができる。

○固有名詞に振り仮名がついており、読み
間違いがないような工夫がされている
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種目（ 公 民 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント【ロゴ有】

（カラーデザイン）

○カラーユニバーサルデザイン

【ロゴ有】

（表現）

（インキ）

○植物インキ

○印刷にグリーン電力使用

（印刷）

○授業 展開や学習の見通しがつ
かみやすい「１時間＝見開き２ ペー
ジ」で構成している。

○歴史と地理の関連ページを記載
しているため、復習にもつながる。

〇オリンピック・パラリンピック関連が多い。

○「表現」で学習を通して自分の言葉で説明
し表現する活動（言語活動）に取り組めるよ
うな工夫がされている。

○歴史と地理の関連ページを記載している
ため、復習にもつながる。

〇時事的な部分をよく押さえているので、オ
リンピック・パラリンピック関連が多い。

○章の導入で学習内容の確認や学習課題が
掲載されていている。

◎ページの下にテーマの色分けが
していて分かりやすい。

○６章から構成され、細かく分類し
ている。

１７
教出

○「SDGｓ」との関連もページごとに記載し
ている。

○学習課題が設定され、生徒が目標を持っ
て授業に臨めるようになっている。

○巻頭でSDGｓ持続可能な開発目標を揚
げ、社会科（公民的分野）を学ぶ意義を明記
している。

○判読しやすい配色やレイアウトな
どの工夫があり、配慮されている。

○各章末には学習したことを活用して考察
し、表現する言語活動を多く取り入れてい
る。

○資料を大きく紹介し、活用しやす
いようになっている。
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種目（ 公 民 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） ○UDフォント【ロゴ有】 （分冊・合冊）

（カラーデザイン）

（インキ）

○植物性インキ（ライスインキ）

○資料が大きく見やすい。 【ロゴ有】

（表現）

◎法令集が見やすい

○章の振り返り問題が多く、取り組みやす
い。

○他の教科用図書よりページ数は
変わらないが薄くなっている。

○フォントだけでなく、グラフ・地
図などの使用でも識別しやすい色
を使うなど工夫がある。

○小学校のとの関連について記載
している。

○色覚に特製のある生徒で見識別
しやすい色を使うよう配慮。

○「章の学習を振り返ろう」ではまとめと共
に、自分の意見をまとめたり、自分以外の視
点に気付いたりする工夫がされている

◎ページの横にテーマの色分けが
していて分かりやすい。46

帝国

○「私たちと経済」の単元に多めの配当をし
ている。

○ページごとに学習課題、確認、説明がセッ
トになっている。

○「アクティブ公民」で学習課題も設定され、
何を考え、深めていくのかわかりやすい。

○語句の解説があり、理解できる
ようになっている。

○話合い活動を通して、他の生徒が提示し
た視点を踏まえ、自分自身の思考を多角化
できるようなページが設定されている。
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種目（ 公 民 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○点字が記載されている。 ○UDフォント【ロゴ有】

（カラーデザイン）

（表現）

◎用語解説が見やすい。

◎行間が空いていて見やすい

（インキ）

○植物油インキ

○日本の領土問題についての説明が詳しく
掲載されている。

○カラーユニバーサルデザイン
【ロゴ有】

○「チャレンジ公民」では、現代的な課題の設
定がなされており、考察を深めることができ
る。

○図版の番号を本文中にも添えて
あり、本文と図版を関連させて読
み取ることができるよう工夫して
いる。

○ページの下に「地理」「歴史」の記述があ
り、地図や歴史との関わりが分かりやすく、
横断的な学習ができる工夫がされている

116
日文

○「深めよう」で論理的に説明させるように
している。

○それぞれの章ごとに振り返りができるよ
うになっている。

○「人工知能の進化」や「18歳選挙権」，「労
働におけるトラブルへの対応」など指導要領
の改訂への対応がされている。

○資料を使い、分かりやすく構成されてい
る。

○内容はわかりやすく、巻頭の特集は取り組
みやすいものが多い。

○見通しを持たせて学習させるために、編
の初めに「まんが」を掲載し、見方・考え方を
示している。

○巻頭ページにSDGｓを挙げて、地球規模
での問題提起を行っている。

○単元ごとに学習課題が設定され、生徒が
目標を持って授業に臨めるようになている。

○「アクティビティ」で図説を取り上げた説明
から思考を働かせるための設問を設けてい
る。

○収集した情報をまとめたり，考察すること
ができるページが単元の最後に設定されて
いる。

○本書の最後に高校
の「公共」とのつなが
りについて記載して
いる。

○「類似用語集」で似
ている用語の違いが
理解しやすい。

○「深めよう」で生徒が考え、発言できるた
めの設問を取り上げているため、意見交流
などしやすい。

◎ページの横にテーマの色分けが
していて分かりやすい。

○新聞紙面や統計・グラフの取り扱いが多く
ある。
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種目（ 公 民 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント　【ロゴ有】

（カラーデザイン）

○色覚特性に配慮した色使い

（インキ）

○植物油インキ

（表現）

・

○図や資料が少なめですっきりし
た印象を受ける

○「もっと知りたい」で、詳しい説明がされて
おり、生徒の興味関心を引き出す工夫がさ
れている。

○言語活動の充実を図るための工夫とし
て、「アクティブに深めよう」で説明させた
り、各省の最後の「学習のまとめと発展」で
文章表現させたりしている。

○大きい分余白が多く、字が小さ
い。

２２５
自由社

〇単元の数字が最初からの通し番
号になっている。

○図や資料が少なめ
ですっきりしている。

○裏表紙に日本の領域の地図を設
けている。

○「アクティブに深めよう」で本書を用いな
がら楽しく思考を働かせる構造になってい
る。

○ページごとに「ここがポイント」で大事な語
句をまとめている。

○「もっと知りたい」で深い内容を提示して
いる。

○「私たちと現代社会」「私たちと国際社会
の諸課題」の項目は配当ページが多い。

○「やってみよう」で生徒が議論できるテー
マを提示している。

◎序章として「現代日本の自画像」という単
元を設けている。

◎憲法改正手続き方法だけでなく、各国の
憲法改正回数についても取り扱っている。
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種目（ 公 民 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○文字の大きさも適当である。

（カラーデザイン）

（インキ）

○植物油インキ

○日本の伝統と文化に関する資料が多い。

○ふりがなにゴシック体を用い、小
さな文字が読み取りやすいよう配
慮。

○色覚特性を踏まえて判別しやす
い色の使用や表示を工夫。

○それぞれの単元で「入口」と「これから」が
あり、導入とまとめが示されており、初めと
終わりで生徒の興味関心を高める工夫がさ
れている

○図表をどのタイミングで使うの
かが文章中に記載されているため
分かりやすい。

○図版、イラスト等の色彩に配慮が
されている。

○最後に社会科のま
とめとして、レポート
作成についての手順
が詳しく記載されて
いる。

○それぞれの単元に「・・の入り口」と「・・のこ
れから」の導入とまとめが明確に記されてい
る。その中で問いもあるため、生徒の思考を
生かすことができる。

２２７
育鵬社

○ページごとに「学習課題」が設定され、生
徒の興味関心を引くことができるように配
慮されている。

○章末には「学習のまとめ」で語句など振り
返ることができる。

○指導要領の内容・区分に合わせて、学習し
やすい単元構成になっている。

○図版、イラスト、資料等が豊富に配置され
ている。

○「学習を深めよう」で、人物紹介や法律の
内容など、より詳しい内容が記載されている

○巻頭ページにSDGｓを挙げて、地球規模
での問題提起を行っている。

○日本の領土についての説明が詳しく掲載
されている

○章末に各章で学習した内容を基に、今日
的課題について考えるページがあり、学びに
向かう力の育成ができるようにしている。
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種目（ 地 図 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的○対話的で深い学び） （表記） （フォント）

〇AB判

〇５７３ｇ

○写真資料が多く掲載されている。

（カラーデザイン）

○教科書にしっかりと対応している。

○歴史や地理の分野に広く対応している。

(インキ)

○植物油インキ

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント）

○UDフォント【ロゴ有】 ○大判（A4判）

〇５１３ｇ

（カラーデザイン）

○カラーバリアフリー

○「地図活用」の欄があって、活用しやすい。

○地図としての機能は申し分ない。 ○大判で見やすい。

(インキ)

○植物油インキ

○図や資料が大きく見やすい。

◎大きくて色合いが見やすい。

令和３年度使用中学校教科用図書調査研究報告書

○東京書籍の教科書と連動しているため、
地歴公民それぞれで該当ページがわかりや
すい。

○赤文字で記された都道府県名・
国名について、白色で縁取り。

○都道府県名や県庁所在地名を手話で表す
コーナーがある。

○二次元コードによる資料があ
る。

○読図力を養う作業学習を取り入れてい
る。 〇AB判から大きくなった。

○巻頭にSDGｓの説明を掲載し、それに続
いて国際社会のさまざまな課題を地図とと
もに提示している。

○帝国書院の教科書
と連動しているため、
地歴公民それぞれで
該当ページがわかり
やすい。

○表紙が他分野と同
じデザインなので、地
図帳だと判断しづら
い。

○「資料さくいん」を設け、見たい
資料を探しやすくしている。

○UDフォント

○デジタルコンテンツ
を用意し、家庭学習で
も活用できるようにし
ている。

○色覚特性がある生徒にも見分け
やすい色を使用。文字に縁取りを
したり、グラフでは線種で見分けが
つくようにすることで、情報を読み
取りやすくしている。

４６
帝国

○日本の統計資料が見開き１ペー
ジに記載されているため、見やす
くなっている。

２
東書

○地名の英語表記、地震の震源とプレートな
ど教科横断的な活用ができる。

○比較を通して地理的な見方、考え方を養
うなどの、資料活用能力を高める工夫がな
されている。

○情報活用能力育成のための技能習得の
コーナーがある。

○地理の教科書や資料集のごとく資料が多
い。

○ユニバーサルデザイン的に、印刷
の印字や色合いがはっきりしてい
る。

○霞が関など、公民の学習にも対応してい
る。

○解説が多く、自ら課題に対して取り組みや
すい。

○教科書の大きさを、地理の教科
書と同じにしている。

○環境に配慮した用紙、インクを使
用している。

○主要都市の周辺地図が掲載されており、
地形を見ながら歴史をふりかえり、防災につ
いても考えることができる。
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種目（ 数 学 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○「学びをふりかえろう」でまとめができる。 （カラーデザイン）

○色覚特性に配慮したデザイン

（表現）

(インキ)

○植物油インキ

○全体的にシンプルで見やすい。

○復習の内容もメモで確認できる。

○活用問題もあり、問題量が多い。

令和３年度使用中学校教科用図書調査研究報告書

○文字を使って置き換える問題の
解説など、色を使い工夫されてい
る。

○「Dマーク」のついた箇所で、インターネッ
ト上のデジタルコンテンツを使用できる。

○ユニバーサルデザインになって
いる。

○日常生活や社会の問題を解決するような
活用問題がある。それにより、一つの問題の
文章が長くなっている。

○2年7章の解説の流れが、四分位範囲から
ではなく箱ひげ図から入っている部分が、理
解の流れとしてつかみにくい可能性がある。
図のヒストグラムと箱ひげ図の対比はわかり
やすい。

○各章ごとの「まとめの問題数」が多く配置
されているとともに、発展的な問題も取り入
れていて、日常生活に関連させた内容もあ
る。

○落ち着いた色合いで印刷されて
おり、頁がめくりやすく、重厚感の
ある装丁である。

○防災（地震）、環境(琵琶湖)、人権（点字の
しくみ）、文化（日本の建物）、オリンピックな
ど様々な事柄と数学を結びつけている。

○文字の大きさ、行間が適切で見
やすい。

○カラーユニバーサルデザインに
対応

〇定理・定義など大切なところが見やすい
〇全体にイラストが多い。

○身近な例を通した挿絵や写真によって、
生徒の興味や関心が喚起できるように工
夫。

２
東書

○会話文が設けられており、そこから問題の
解決につながるようになっている。

○「章とびら」では、身近な場面の提示がさ
れていて、主体的な学びに繋がりやすい。

○ルビなどの小さい文字にUD
フォントを採用【ロゴ有】
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種目（ 数 学 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○全体的に見やすい。

（カラーデザイン）

（表現） ○カラーユニバーサルデザイン

○説明が丁寧ではあるが長い部分がある。 ・（教科書へ記載なし）

○プラス・ワンで問いに厚みがある。

○計算問題の量が多い。 (インキ)

○植物油インキ

○「WEBマーク」のある所では、コンテンツ
を使って学習することができる。
（シミュレーションや動画資料など）

○問いだけでなく、プラスワンの問題がつい
ている。

○文字の大きさは学年ごとの発達
段階に配慮されている。

○落ち着いた配色で色刷りが効果
的で読みやすい。

○さし絵や図が多く用いられてい
る。

○他教科との連携している問題がある。

○「社会にリンク」では、数学が様々な職業で
生かされていることを実感できる。

○「学びにプラス」では発展的な内容を扱
い、今まで学んできた内容と結びつけて統
合的に考えることができる。

○「プラス・ワン」がついており、授業で問い
厚みがあるので、家庭学習にも活用できる。
節末の「たしかめよう」章末の「ふり返ろう」
で練習問題の量を確保できる。

○「問題を見いだそう」「解決のしかたを探ろ
う」「解決しよう」「深めよう」の４つのステッ
プで深い学びへの取り組み方がわかる。

○章ごとに導入の「考えよう」「活動」で、予
想したり、調べたり、考え方を比べたり、話し
合いができる内容を取り上げているが、量
的には少ない。

○UDフォント【ロゴ有】

〇例題の1問あたりのスペースが大きい。

４
大日本

○巻頭に教科書で使われているマークの意
味や、数学のノートの作り方を説明し、生徒
が主体的に学習できるようになっている。

○「思い出そう」で必要に応じて前学年まで
の復習を取り扱いながら、基礎的・基本的な
知識や技能を定着させることができる。

○章ごとにメインの色使いを変え、
見やすい配色になっている。
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種目（ 数 学 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○大きさ：A4，

○別冊なし

○地域性の配慮〇

（カラーデザイン）

(インキ)

○植物油インキ

○標準的な問題が充実している。 （表現）

○計算練習がしっかりできる。

○ユニバーサルデザインに配慮し
た誌面作り。

○UD視点を取り入れ、色使いやレ
イアウトなどに配慮

○用語の意味や計算技法や作図方法の理解
→活用という指導要領の流れが見える。

○キャラクターの話している内容
が生徒の学びの手助けとなってお
り、言葉遣いも丁寧である。

○こまめに目標が明記されており，生徒の
意識付けができる。

○”どんなことがわかったか”でまとめを行
い，情報を整理することができる。

○教科書の最後，”さらなる数学へ”を通し
て，日常の事象や他教科等での学習に関連
させ，横断的な学びにも期待できる。

○連立方程式や２次方程式の解答の書き方
がよい。

○他学年との関連が分かりやすくなってお
り、各章ごとのまとめの問題が多く配置され
ている。

○章のとびらから問題発見をし対話から目
標設定している。

○理科や科学への活用例が多く載ってい
る。

○白が多くあり、図や表の色使い
がカラフルで見やすい。

○余文字の大きさや行間も見やす
い要因であると考えられる。

○ゲーム感覚で実践できる活動もあり，対話
的な活動，そして自主的・自発的な活用につ
ながる。

○絵や写真を多く取り入れてわか
りやすく表現してある。

○教科書の初めに，主体的・対話的な学習の
フローチャートが載っており，生徒にも授業
の進め方や考え方の方針を示すことができ
る。

〇ホワイトボードがあ
る。

○宣伝や避難等の配
慮がされている。

○活用の手立てとしては”Question”等を
用いて考えを深めることができる。

○数学的な活動等の”機会を設ける”という
点で，教師のもっていき方次第で教科書を
用いて様々な”機会を設ける”ことができ
る。

○QRコードも配置されており、タブレットに
対応している。

○”Tea break”，”Question”を活用する
ことで，教科書を用いたアクティブ・ラーニン
グを実践する機会が多くある。

○数学的活動の楽しさや数学の良さを実感
させる手立てとしての導入や”Tea
break”（ゲーム形式の問題や豆知識）等が
充実している。

１１
学図
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種目（ 数 学 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○主に章末の部分に示されている。 ○UDフォント【ロゴ有】

（カラーデザイン）

○カラーユニバーサルデザイン

【ロゴ有】

○数学の資料が豊富である。

(インキ)

○植物油インキ

（表現）

○くっきりとした色づかいや表示
形式をとっており、視覚に訴える
配慮を感じる。

○「まなびリンク」のマークをつけたところで
は、デジタルコンテンツを活用して学習でき
る。

○方程式や関数の利用などでは、日常生活
に関する課題が示されている。

○教科書のページの右側に「友達の考えを
知ろう」「自分考えをもとう」「みんなに説明
しよう」などが示されており、主体的・対話的
な学習を進める指標となっている。

○生徒に身近な場面が、挿絵や写
真で取り入れられている。

○基礎から応用までの問題が多く配置され
ている。

○発展的な学習も取り扱っており、重厚感の
ある教科書に仕上がっている。

○例題の解説には、まちがいの例、途中式で
の注意点などは細かく示されている。

１７
教出

○「数学の広場」では発展的な課題や数学の
歴史などにも触れている。

○「Lett's Try」で数学的活動が入ってい
る。

○日常生活で活用できる内容も含まれてい
る。

○挿絵や吹き出しには、課題解決の手掛か
りや注意点、内容理解のための発問などが
入っている。

〇全体的に、説明の文章が多い。１
ページ当たりの文字数や情報量が
多い。

○「学びのコップ」でそれぞれのつながりを
意識して学習できる。
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種目（ 数 学 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント【ロゴ有】

○内容も無駄がなくわかりやすい。 （カラーデザイン）

○計算練習がしっかりできる。

○データを読み取り、考える時間が増えた。

（表現）

(インキ)

○植物油インキ

◎色が落ち着いていて見やすい。

◎単元名や授業内容が見やすいよ
うにレイアウトされている。◎学習の後に、「学びを確かめよう」「学びを

身につけよう」と、自主的に学べる資料がつ
いている。

○ポイントが見やすい。マッドな教
室の絵と、リアルな化学や自然の
画像が見やすい。

○配色の工夫や見開きの多用によ
り、興味や関心を寄せやすい。

○問題の挿し絵が多く、生徒が考
えるヒントになる。

○基本的内容の理解を確認したうえで、次
の学習が進められるよう、節ごとに「練習問
題」が取り入れられている。

○裏表紙から始まる「自分から学ぼう編」で
は、主体的に学びに取り組める。

○MUD（メディアユニバーサルデ
ザイン）【ロゴ有】

○各章ごとに問題が多く配置されており、発
展的な内容に上手く結び付けている。

○普段の日常生活の中にある親しみやすい
事象をとりあげた例題がたくさんある。

○導入は、教室の中での教師と生徒の発問
の様子がマッドな絵にで進められており、教
科書を進めていくだけで、その会話の中に
自分がいるように感じられる。視覚的なもの
が多く、考えて発表するものも多い。

○とびらの部分を教師が進めていきやす
い。

○教える内容が増えているのに、対話的な
授業も増加している。

○QRコードを掲載し、学習の助けになる教
材を参照できるようにしている。

○問題の順序は子どもが理解しやすいよう
に並んでいる。

６１
啓林館

○自分から学ぼうのレイアウトが新
鮮でよい。
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種目（ 数 学 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント）

○UDフォント

（教科書記載なし）

（カラーデザイン）

（表現）

〇会話形式で説明が増えた。 (インキ)

○まとめ方がわかりやすい。 植物油インキ

◎単元名や授業内容が見やすいよ
うにレイアウトされている。

○字の大きさやページ内の文字数
が適度である。

○基本的内容の理解を確認したうえで、次
の学習が進められれうように、節ごとに「確
認問題」が取り入れらえれいる。巻末の「チャ
レンジ編」では、発展的な問題に取り組むこ
とができる。

○別冊「探求ノート」を使うことにより、数学
の見方・考え方を深めることができる。ま
た、主体的で対話的な学習にも使える。

○生徒と同じ立場で考える中学生
と先生のキャラクターが登場し、教
科書が生徒にとって身近なものに
感じられる。

○色覚の特性によらず識別しやす
い配色

○別冊で、学びが深ま
るような課題（身の回
りの課題）がある。

○対話が数多く設けられており、多様な方法
を考えたり、別の視点から考えるきっかけに
なる。

○対話場面が充実し問題解決のプロセスが
見えやすい

１０４
数研

○例と問のギャップが少なく、例を見ながら
解きやすい。

○章ごとの基本問題の量から応用問題の量
まで丁度よい。

○例題の解答が見やすく、丁寧で分かりや
すい。

○各章ごとのまとめの問題数が多く、標準
的な問題に重点を置いてあるが、発展的な
内容との関連もおさえてある。

○各章のはじめに、これまで学んだことの振
り返りがあり、そこから新しい分野へと繋げ
ることができる。

○2年６章の解説の流れが、四分位範囲から
入り、箱ひげ図の説明になっている部分が
とても分かりやすい。
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種目（ 数 学 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント【ロゴ有】

（カラーデザイン）

（インキ）

○植物性インキ

○問題数は少なめである。

○特定の地域だけに適しないように配慮さ
れており、全国的に使えるようになってい
る。

○ノートの取り方の例や巻末の切り取り教
材やまとめシート等学習内容の理解を支援
するものがある。

○カラーユニバーサルデザイン

○言語活動をを充実させた数学的な活動を
通して、深い学びが学習することができる。

○日常生活に結び付けた内容が多い。

○言語活動をを充実させた数学的な活動を
通して、深い学びが学習することができる。

○『自分で考え対話を通じて学びあう活動
『学び合おう』では、巻末にある対話シートを
使って自分の考えを整理したり、互いの考え
を伝えあうことで、考える力、説明する力を
高めることができる。

○文字、図版、写真等が鮮明に印
刷されて、文字はUDフォントを使
用して見やすく間違えにくいよう
になっている。

○問題解決の結果や過程の振り返りから活
用法を見つけたり、学習した内容の着眼点
から新たな問題を見出し、統合的・発展的に
考え、一般化や活用に取り組むことができる
活動になっている。

１１６
日文

○教科や学年の目標、学習指導要領に関連
した内容になっており、挿絵、写真、データ等
もどの生徒にとっても身近で親しみやすい
ものを取り上げている。

○自然災害、環境、国際理解等の現代的な
諸課題や、美術の作品、理科の実験等他教
科との関連問題についても数学で養った力
を使って取り組める。

○例題や問題の区別がはっきりとしており、
要点が見やすくまとめられてある。

○章を学ぶ前に単元に関連する復習ページ
がある。

○本時のめあてが明確にかかれてあり、学
習内容のイメージが持ちやすい。

○解答の書き方も丁寧で、基礎・基本が確実
に身につくようになっている。

◎人権や道徳で活躍する先生が制作に携
わっている。
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種目（ 理 科 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○ＵＤフォント ○A4スリム判

○問題提示がはっきりしている。 （カラーデザイン）

○写真の画質がきれい。 (インキ)

○実験の写真が多い。 ○植物油インキ

○細かいところの説明まで記されている。 ○キャラクターが多い。

(表現）

（印刷）

○縦に大きく横幅が小さい教科
書。

○全ての生徒の色覚特性に適応す
るようにデザイン

○探求レベルアップを活用し、計画の仕方や
考察の深め方を詳しく説明してあり取り組
みやすくなっている。

○巻末にペーパークラフトがあり、これを作
成して主体的な学びにつなげようとしてい
る。

○机上で扱いやすく、
上から下へと流れを
追いやすい。

○３学年ともペーパー
クラフトがついてい
る。

○ノートに書いて他の人と比べる活動がた
くさんある。

○単元末の「学習内容の整理」、「確かめと応
用」とステップアップできる問題がある。

○文字が大きく、読みやすい。学年
によって文字の大きさが変えられ
ている。

○豊富な内容を見やすく構成して
いる。

○合計９２２ページ、１
８３３ｇ　平均　約601
ｇ

○QRコードは目次の
ところにある。

○自分の考えをまとめやすくなっていて、活
用できるようになっている。

○縦長になり、使いにくいといった
声や、実験の流れがつかみやすい、
実験で邪魔にならないといった声
がある。

○SDGｓとの関連が適切に表記されてい
る。

○他教科の学習内容との関連が示され、よ
り深い理解につながるようになっている。

○課題やまとめの表記があるので自己
チェックができる。

○導入から実験観察の流れが自然で、実験
の設定が現実的である。

○実験手順にも写真が多く使われていて流
れをつかめる。

○インターネットを活
用できる。

○巻末に地学関係の
ペーパークラフトがあ
り、空間認識能力を高
めるのに有効である。

令 和 ３ 年 度 使 用 中 学 校 教 科 用 図 書 調 査 研 究 報 告 書

２
東書

○１年生の導入ではグループで話し合うよう
なページが多数ある。

○偉人伝を漫画にしてあり、生徒が興味を
持ちやすい。

○巻頭、巻末や単元末、各章の導入で身の
回りの事象について考えさせる場面が随所
に設けられており、興味・関心を高めるよう
に工夫されている。

○科学と生活とのつながりについて、働い
ている方のインタビューが興味深い。

○各節が「問題発見・レッツスタート！」から
始まり、効果的な問いかけを設けることで、
生徒の主体性を高めている。

○写真の発色はおとなしめ、サイズ
も小さめである。

○各節や章の終わりに自分でまとめたり、身
近な問題に眼を向けさらに学びを深める問
いかけがなされている。

○実験の手順など流れがわかりや
すいレイアウトになっていて使いや
すい。

○問題発見、課題、それに対して結論を表現
しようまで一連の流れで構成されていて、全
体を把握しやすく授業展開がスムーズにで
きる。

○仮説で自分の考えを整理できる。ヒントが
あるので能力にも配慮されている。

○教科書が大きくて字や写真が見
やすい。

○縦長の紙面は実験の説明等、整
然と表記されており見やすい。

○文章と図などの並びが同じようになるよ
うに意識されていて、目で追っていきやすい
構成である。

○各章の前後に同じ問いかけをし、生徒が
成長を感じられる工夫がある。

○生徒の対話を促進するような対話例が示
されている。

○字や写真が大きくて見やすく情
報の量も多い。
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種目（ 理 科 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント）

○単元の初めの写真が印象的。 ○ＵＤフォント

（カラーデザイン）

○カラーユニバーサルデザイン

(インキ)

○植物油インキ

○キャラクターが可愛い。

（表現）

○話し合い活動の場面も豊富である。

（印刷）

４
大日本

○章のはじめにこれまでに学習したことを
復習するページがある。

○ウェブコンテンツを
利用した学習ができ
る。

○生徒が興味をもちそうな内容や発展的内
容等が「Science Press」に適切にまとめ
られている。

○発展や補足が多く、言葉の説明がしやす
い。

○イラストと吹き出しが多く活用さ
れている。

○名所の写真が多く、興味を持ち
やすい。

○写真は少し小さめだが、鮮やか
に印刷されている。

○重要語句は太字のゴシック体で
書かれており見やすい。

○教科書の大きさが
小さいくて軽いので
持ち運びやすい。

○B５判   現行の教科
書と同じサイズで扱い
やすい。

○QRコードは目次の
ところにある。

○単元ごとにキーワードのまとめがあるの
で確認や復習ができる。

○日常生活につながる点を取り上げている
ところもあるため、知識の幅を広げられる。

○図と文字がはっきり区別された
配置になっており、本文を読みや
すい構成になっている。

○酸アルカリの性質やイオン化傾
向の実験では、マイクロプレート用
いてマイクロスケール実験を行っ
ており、廃液などへの配慮が伺え
る。

◎字や資料が多い。

○各都道府県の名所が多く載って
いるので興味を持てる。

○教科書のサイズが小さくて軽い
ので持ち運びやすい。

○合計９８３ページ、１
７４１ｇ　平均　約583
ｇ

○やってみようのコーナーは実際に生徒が
一人でもできそうなものが多い。

○密度やオームの計算などには例題と解答
例が載っている。

○目標が章の初めに記されていえるので見
通しをつけやすい。

○単元ごとにキーワードのまとめがあって
確認しやすい。

○単元末はまとめと基礎問題、読解力問題
がのっている。まとめは答えを折ったら何度
でも使える。

○導入では身近なものから問題を見つけ、
課題を見出せるように工夫がされている。

○他教科とつなげて考えられる内容が含ま
れている。

○基本操作やルールのページもあるため,基
本型が分かりやすい。

○実験の説明がほぼ１ページまたは見開き２
ページにまとまっている。

○図や写真が大きすぎず、本文を落ち着い
て、しっかり読み取り学習できる。

○課題、観察実験のタイトル、目的、着眼点
が明らかになっており、探究の過程が分かり
やすい。

○教員側の考えややり方を反映しやすい流
れになっている。

○結果から考える活動の場面が設定されて
おり、実験結果の例がのっていることで考察
がしやすくなっている。

○単元末の読解力問題では学んだことをも
とに考える力がつくよう工夫されている。

○学んだ事を活用して自ら課題を見つけて
活動する場面が設定されている。

○「問題を見つけよう」「計画を立てよう」な
どのマークが多用されており、活動の流れが
わかりやすく工夫されていて、主体的に活動
できるようになっている。

○親しみのもてるキャラクターが使われてお
り、自ら進んで学習できるように工夫されて
いる。
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種目（ 理 科 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○模式図が多い。

○それぞれの時間のまとめがのっている。 （カラーデザイン）

○カラーユニバーサルデザイン

(インキ)

○植物油インキ

○ＳＤＧｓに触れている。

（表現）

◎落ち着いた色合い。

（印刷）

○巻末にホワイトボー
ドがある。

○誰にでも見やすく分かりやすい
教科書になるように、ユニバーサ
ルデザインの視点を入れ、色使い
やレイアウトに配慮

○教科書が軽いので生徒の負担が
軽減できる。

○文字と図の量がちょうどよく見
やすい。

○重要語句に振り仮名があるの
で、読み方の確認ができる。

○実験や自己チェックなど,内容に
よってページのデザインや背景の
色が違うので見分けられる。

○色鮮やかな写真や図が多く理科
を身近に感じられる。

○重要語句が太字のゴシックに
なっていて見やすい。

○各ページの配置が決まっていて
見やすい。

○ＱＲコードが色々なページについていて、
読み物や分類カードなどにとべ、興味がある
ことをさらに調べられる。

○Can-Do Listという形で、学習の目標や
自己チェックを行わせ主体的な学びを喚起
している。

○迫力のある色鮮やかな図写真が
多く、生徒の興味をひきやすく身
近に感じやすい。

○横に大きく見開いたときに実験
にかかわる図を確認しやすい。

○１年では問題発見、２年では計画、３年で
は考察、仮説に重点をあてている。段階を
おって取り組む内容の充実をはかっている。

○紙面に余裕のある構成となって
いる。

○毎時間の課題や目標がはっきり提示され
ている。

○気体の性質をまとめた表などは見開きに
大きくまとめて見やすくしてある。

○章の末に自己チェックというＱＲコードが
ついていて、章のまとめや基礎問題ができ
る。

○章末に「学びを日常にいかしたら」があり、
ここでも学習したことと生活との関連のあ
る問題が掲載されている。

○課題から考察の流れの中に気づきの例が
あることで、目的意識を持って話し合いなが
ら探究に取り組みやすい。

○章末に「学びを日常にいかしたら」という
ページがあり、問題を解きながら日常につな
げていける。

◎ホワイトボードがついているので生徒の意
見を取り入れやすい。

○教科書の使い方が丁寧に描かれている。

○実験の中での探究の過程が分かりやす
い。

○混合物の蒸留の実験ではデジタル温度計
を使用している。

○「この時間の課題」により課題が明確に示
され、意欲的に学習に取り組めるようになっ
ている。

○単元末に学びを振り返ったり深めたりす
る活動がある。

１１
学図

○各単元の最初に既習事項を確認できる部
分がある。

○実験ページが見開きになっており、図が大
きい。

○実験の次のページに生徒が書く実験まと
めの例が載っている。

○考察の書き方や実習の方法が丁寧に説明
されている。

○実験レポートや実習例のページがあるの
で取り組みやすい。

○学年ごとに探究の重点がはっきりしてい
る。

○チェックリストで目標を意識して学習でき
る。

○図や写真が大きくわかりやすく、それら中
心の授業展開、流れになっている。特に１つ
の実験観察に費やしているページが多く、実
際に行うのにわかりやすい。

○日常生活における事象を科学的な視点で
とらえる内容が「サイエンスカフェ」で取り上
げられている。
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種目（ 理 科 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント【ロゴ有】 ○AB変形判

（カラーデザイン）

（表現） ○カラーユニバーサルデザイン

【ロゴ有】

(インキ)

○植物油インキ

（印刷）

○内容がちょうどよい分量である。

○ＳＤＧｓにふれてる。

○課題の解決に向けて、話し合ったり、考え
たり、調べたりする場面の設定がある。

○わからなければ振り返れるようにページ
数が書いてある。

○探求してみようで、疑問、課題、仮説から
発展的なまとめ方や、話し合ってみよう、活
用してみようなど学年に応じた形での流れ
になっている。

○単元末に「要点と重要用語の整理」があリ
知識理解が進む。

○縦方向に読み進められるように
工夫されており、すっきりした誌面
構成になっている。 ○合計１０２８ページ、

２１８３ｇ
　平均　約673ｇ

○イラストが立体的でイメージしや
すい。

○単元末に重要用語がまとめられており、ま
た基本問題で理解が確認できるようになっ
ている。

○各学年の巻頭に「探求の進め方」が掲載さ
れ、課題解決へと進む道筋がわかりやすく解
説されている。

○QRコードは目次の
ところにある。

○ペーパークラフト(１
年生物カード、２年原
子モデルカード、３年
星座早見)付き。

○１年生の教科書は文字が大きく
見やすい。２、３年も他の教科書よ
りも大きい。

○重要語句がオレンジ色になって
おり、見やすい。

○見開きで開いたときの文字数や
図のサイズがおさえられているの
で、隙間があり見やすい。

○イラストや写真・文字が大きくて
見やすい。

○鉛筆で直接書き込みしやすい紙
質になっている。

○要点整理と問題が分けてあるので復習で
きる。

○実験ページが見開きになっており、結果を
書き込む表までのっている。

○３年：水溶液とイオン→酸・アルカリとイオ
ン→電池とイオンの順

○日常生活における事象を科学的な視点で
とらえる内容がある。

◎実験結果が書き込めるので考察しやす
い。

○生徒キャラクターの会話により、話し合い
へとスムーズに導くような工夫がなされて
いる。

○「学習前の私」と「学習後の私」で同じ問い
かけをすることにより、自分自身の成長を確
認することができるようになっている。

○発展的な内容や生徒の興味を引くような
内容が「ハローサイエンス」で適切に掲載さ
れている。

○実験の手順が丁寧に書かれているのでよ
く分かる。

○他教科や小学校の内容にも触れているの
でつなげて考えられる。

○だ液の実験では、マイクロチューブを使用
し、ベネジクト反応は煮沸せず，湯煎で行う
など安全に配慮されている。

１７
教出

○各単元のはじめに、これまでに学習したこ
との確認とこれから学んでいくことがまとめ
られている。

○基礎を中心とした内容で分かりやすい構
成になっている。
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種目（ 理 科 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○部活に関連するコラムが多数ある。 ○ＳＤＧｓ、ＥＳＤ、防災に触れている。 ○UDフォント使用。 ○UDフォント【ロゴ有】 ○AB変形判

○紙がしっかりしている。

（カラーデザイン）

○実験の設定が現実的である。

(インキ)

○植物油インキ

（表現）

◎写真や資料が充実している ◎落ち着いた色合い。

○MUD（メディアユニバーサルデ
ザイン）【ロゴ有】

○色鮮やかな写真や図が多く、印
象に残る写真が多い

○奈良県内で撮影さ
れた写真が数枚であ
るが掲載されている。

○重要語句や学習の課題は太字で
示されていて見やすい。

○巻末に自由に考え
て書き込める「探Q
シート」や「探Qラボ」
がついている。

○QRコードが　該当
ページにあるので使
いやすい。

○ＱＲコードから外部
の関連サイトにとべる
ようになっている。

○探究の過程を提示することで探究活動を
充実させようとしている。

○単元導入や学ぶ前にトライがあるので、学
ぶ意欲がわきやすい。

○「みんなで解決」や「話し合ってみよう」で
対話的な学びができる。

○QRコードが掲載さ
れており、動画やアニ
メーション等を効率的
に利用することがで
き、タブレット等の利
用に向けていち早く
対応している。

○酸・アルカリの性質やイオン化傾
向の実験では、マイクロプレート用
いてマイクロスケール実験を行っ
ており、廃液などへの配慮が伺え
る。

○「探Q実験」や「探Qラボ」などで仮説や計
画を生徒自身が考え、主体的に実験や観察
が行えるように工夫されている。

○サイズが大きくなったことによ
り、迫力ある写真や図も多く、大き
く見やすくなった。

○配色も適切であり、写真も鮮や
かに印刷されている。

○興味・関心を高める導入写真や様々な
コーナーを設けて主体的な学びに導き、探
求する力が身につくように構成されている。

○「みんなで解決」や「表現してみよう」、イラ
スト内の問いかけ等により、自然と対話が生
まれるような問いが設定されている。

○２年巻頭、ＱＲコー
ドに若草山の花火と
山焼きの動画がある。

○導入のページにもＱＲコードがついていて
単元に入りやすい。

○合計９６７ページ、１
９７５ｇ　平均　約646
ｇ

○「基本のチェック」、単元末の「学習のまと
め」、「力だめし」とステップアップできる問
題がある。

○学習内容と他教科との関連についてもコ
ラムがある。

○単元末の確認問題数が他誌に比べて多
い。

○さまざまな名のコラムがあり統
一感のない雑多な誌面のようであ
る。

○表紙や巻頭のページに使われて
いる写真は色鮮やかで、興味を持
ちやすいものが使われている。

○各ページに学習の課題が太字で
表示されている。

○大事なところが色分けされてて
見やすい。

○ＱＲコードがたくさん取り入れられていて
理解を深めることに活用できる。

○探Ｑシートがあるので生徒の考えを見る
ことができる。

○探Ｑシートに沿って、主体的に深い学びに
取り組みやすくなっている。

○大事なところが色分けされてい
て見やすい。

○見開き状態での紙面が見やすい
レイアウトである。

○章のはじめで小学校での学びなど、既習
の内容を振り返ることができる。

６１
啓林館

○単元のはじめのページに使われている写
真は生徒が疑問をもちやすく。好奇心を刺
激されるものが使われている。

○様々な場所や生物の写真が取り入れられ
ている。

○章の初めにサイエンス資料があるので実
験器具などが確認できる。

○科学コラムや終章が充実し、日常生活とか
らめて学習できる。

○生徒が興味を持ちやすいような事項が発
展的な内容として適切に掲載されている。
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種目（ 音 楽 一 般 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント【ロゴ有】

（カラーデザイン）

○カラーユニバーサルデザイン

【ロゴ有】

(インキ)

○植物油インキ

○多彩な資料を提示している。

○表紙は生徒の心情に添った、音楽つくりを
イメージしやすいイラストで、音楽の授業に
おける学びの姿勢を様々な視点で感じ取り
やすいものである。

○表記については適切な読み仮名
がつけられており、内容に集中して
学習しやすくなっている。

○見開きの最終ページは大型写真
の楽器演奏場面、楽典があり確認
しやすい。

○巻末に楽典等も含めた、その巻の教材に
対する訓細な説明が学習参考資料として掲
載されている。

○歌唱教材と鑑賞教材は、独立して扱われ
ている。

１７
教出

○写真や詩的な言葉を添えて音楽がもつイ
メージの世界を喚起しようとする配慮がみ
られる。

○キーワードが漢字による熟語が
少なく、親しみやすく生徒に受け入
れやすい表記である。

○文字の大きさも細かいものが少
なく、全体的におなじような太字
フォントによる。

○冒頭グラビアページで現役の演奏者の言
葉やイラスト、作曲者の紹介をすることによ
り、人と音楽の関わりの深さを示している。

○イラスト、写真が効果的に配置さ
れている。

○各楽器等の説明文章も見やす
い。

○配色が全体的に落ち着いてい
る。

令 和 ３ 年 度 使 用 中 学 校 教 科 用 図 書 調 査 研 究 報 告 書

○鑑賞教材には、近・現代の作品も取り上げ
られている。

○生徒の活動分野別に、ねらいや学習指導
要領の共通事項に示された「音楽を形作っ
ている要素」が、教材ごとに示され『学びの
ユニット』として学習目標が明確に表示され
ている。

○基本的で実績のある楽曲選定されてお
り、取り組みやすい学習内容である。学習活
動ごとに色分けされてあり、見通しをもって
系統立てて学習していくことが可能である。

○やや大きめの写真が配置され、生徒の興
味関心を喚起できる要素が大きい。

○「音」に関する理科的分野にもまたがる知
識を「発展」として説明ページを設けている。

○生徒の興味関心の方向の多様性が生まれ
るきっかけとなる。

○諸外国の文化を尊重できるように幅広い
作品や民謡等が取り上げている。

○歌詞を写真中にレイアウトする場合も無地
の部分に配置するなど特別支援教育の視点
に立ったわかりやすいものである。

○教材のめあてがわかりやすいよう提示さ
れ、学習内容が深められるよう配慮されて
いる。

○リズム、作曲などの創作活動が深まるよ
う、生徒が興味関心に配慮されている。

○音楽史においては、美術作品等を示し、音
楽が美術や映像の活動と密接に関係してい
たことを取り上げている。

○主要教材と選択教材を組み合わせること
により学校の実態に合わせた学習ができる
ように配慮されている。

○楽器やリズムの基
本を楽しみながら身
につけられるよう、身
近な言葉などを使用
し、工夫されている。

○グラビアページ等
を設け多彩な資料を
提示している。

○写真や詩的言葉を
添えて音楽がもつイ
メージの世界を喚起
しようとする配慮がみ
られる。

○大型でつづりのほ
つれがしにくい丈夫な
装丁である。

○折り込みページに
楽典等含めた説明が
わかりやすく掲載され
ている。
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種目（ 音 楽 一 般 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント【ロゴ有】

（カラーデザイン）

（インキ）

○植物油インキ

（表現）

○全体的に明るく見やすい。

（印刷）
○各地の民謡を多く配置し、地域性にとらわ
れず学習できる。

○歌唱教材と鑑賞教材が分かれて掲載され
ている。

◎知っている歌が多く採用されている印象
がある。

○その教材における指導目標やねらいが観
点別に整理されており、同時に学習指導要
領の共通事項に示された「音楽を形作って
いる要素」についても明示されており、立体
的に指導のポイントを確認しやすくなってい
る。

○歌詞を写真中にレイアウトする
場合も無地の部分に配置するなど
特別支援教育の視点に立ったわか
りやすいものである。

○説明文は簡潔で平易な表現が取
られている。

○イラストとグラビアのバランスも
よく、見やすいレイアウトになって
いる。

◎みんなが知っている有名な人のメッセー
ジが取り入れられている。

○鑑賞教材のページ上部には、一
目で生徒が理解できるようカラー
印刷で見やすく時代区分が示され
ている。

○指導のねらいや教育内容と関連性の高い
「音楽を形作っている要素」について適切な
言語を使用して説明および例示されており、
生徒の学習活動に効果的である。

◎糸中綴り方式を採用し、開きが
よく耐久性がよい。

○学習目標については生徒の意識喚起につ
ながる位置に分野ごとに適切に表示されて
いる。

○時代に合った新鮮な楽曲の選定がなさ
れ、生徒の心情に添って興味をたかめる教
材となっている。

 ○注釈や参考資料についてもその種類に応
じて表記されており、様々な生徒の能力に
応じたものになっている。

○日本伝統芸能について、各芸能のつなが
りや歴史的内容等の説明がわかりやすい。

○基本的な楽典の事項が簡潔に図表等にま
とめられ、巻末に添えられている。

○色覚特性に適応することを目指
したデザイン

○各学年を通じて、我が国で長く歌われ四
季の美しさを感じさせる歌がグラビア等を
効果的に用い紹介されている。

○歌唱教材と鑑賞教材が無理のない形で関
連づけ、とりあげられている。

○3つの学習内容（歌唱・創作・鑑
賞）が色で分けられていて分かり
やすい。

○各教材に、その教材を用いてどのような
学習をするのかが明示され、生徒にとって
も明確な学習の目当てが持てるように配慮
されている。

○「深めよう！音楽」として,教科書に書き込
む各領域のワークシートが配置され、グルー
プワーク等の示唆もあり、 主体的・対話的で
深い学びの実現に向けて有効な活動を取り
入れている。

２７
教芸

○楽器やリズムの基
本を楽しみながら身
につけられるよう工
夫されている。

○自宅学習がより深
まるよう、QRコード
が掲載されている。

○表紙は生徒の心情に添った、音
楽つくりをイメージしやすいイラス
トで、音楽の授業における学びの
姿勢を様々な視点で感じ取りやす
いものである。

○適切な読み仮名がつけられてお
り、内容に集中して学習しやすく
なっている。

○基本的な楽典の事
項が、簡潔に図表等に
まとめられ巻末に添
えられている。

○ 大判で見開きのし
やすい判型である。譜
面台に置いたり生徒
が手に持って歌唱す
るのに適している。

○イラストや写真を用いて、音への
感性に対する歴史的配慮や音楽を
支える人達への配慮がわかりやす
く示されている。

○ゲーム等が取り入れられ楽典やリズムの
基本基礎が楽しみながら身に付けられるよ
う工夫されている。

○QRコードによるWebサイト動画があり、
情報化にも適している。

○内容や構成が学年の成長に合わせて展開
されている。
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種目（ 音 楽 器 楽 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント【ロゴ有】

（カラーデザイン）

○カラーユニバーサルデザイン

【ロゴ有】

(インキ)

○植物油インキ

（表現）

○鑑賞曲と関連付け、楽曲が練習できるよ
う数多く掲載されている。

○リコーダーによる合奏では、伴
奏楽譜を入れない形のものが多
く、そのためゆったりと見やすい楽
譜になっている。

○カラフルで見た目が分かりやす
い。

○各楽器の基礎が記述やグラビアを用い、
訓細に説明されている。

○和楽器の教材の楽曲中に用いられる奏法
を写真を添えて説明し、視覚的な面からも
演奏を助ける配慮がされている。

１７
教出

○学習を見通せるよう、見開き毎に学びの
ねらいと、そのゴールとなるまとめの曲を示
している。

令 和 ３ 年 度 使 用 中 学 校 教 科 用 図 書 調 査 研 究 報 告 書

○各楽器の基礎が記述やグラビア
を用いて、訓細に説明されている。

○口唱歌が取り上げられてあり、和楽器に
ついての深い学びや理解が深まる表記がな
されている。QRコードによるWebサイト動
画があり、情報化にも適している。

○各練習曲のめあてが明示され、より深く
学べるように配慮されている。

○歴史的な経緯にも触れ、各地で
みられる豊かなリズムについて紹
介している。

○楽器を指定せず、生徒の実態に合わせて
取り組めるよう配慮されている。

○随所に現在活躍中の演奏家の写真が用い
られ、生徒の興味をひく配慮がされている。

○和楽器の教材の楽曲中に用いられる奏法
を写真を添えて説明し、視覚的な面からも
演奏を助ける配慮がされている。

○各楽器の仕組みや奏法がわかり
やすく解説され、写真等の配置も
スッキリと見やすい。

○各編成別の合奏曲では、曲の難易度が示
されており生徒の実態や特性に合わせて楽
曲が選べるように配慮されている。

○生徒の興味・関心に配慮し、リコーダーの
練習曲や合奏では親しみやすい映画音楽や
クラシックの作品が取り上げられている。

○大型の写真を配置し、生徒の興味関心が
高まるよう工夫されている。

○さまざまなジャンルの楽曲が掲載され、生
徒の興味・関心に配慮されている。
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種目（ 音 楽 器 楽 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた
授業改善

表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント【ロゴ有】

（カラーデザイン）

（インキ）

○植物油インキ

（印刷）

○糸中綴り方式を採用し、開きが
よく耐久性がよい。

○鑑賞曲と関連付け、楽曲が練習できるよ
う配慮され、短い旋律等掲載されている。

○各楽器がわかりやすく解説さ
れ、写真やイラストも効果的に配慮
されている。

２７
教芸

○各楽器の冒頭のページで、楽器の写真を
大きく扱い、楽器への興味・関心が持てるよ
うに配慮されている。

○基本的奏法に関しては、写真やイラストを
多く用いわかりやすく解説している。

○リコーダーでは各曲のめあてが明示され、
表現の工夫等、深められるよう配慮されて
いる。

○学習指導要領に示された資質○能力の三
つの柱も同時に示され、見通しが立てやす
い内容である。

○楽器演奏ができるだけではなく、その楽
器演奏技能を習得することによって学ぶべ
き内容や、具体的学習活動などがわかりや
すくなっている。

○学校で取り扱うことの多いアルトリコー
ダーを最初に取り上げ、生徒の実態に合わ
せた取り組み方ができるように配慮されて
いる。

○アンサンブル曲が多く掲載されている。

○奏法に関しても細かい表記がなされてお
り、主体的に学びを深められる内容になって
いる、QRコードによるWebサイト動画があ
り、情報化にも適している。

○発展的な学習など、より深く理解できるよ
う配慮されている。

○和楽器に関しては、「演奏のポイント」や
「弾いてみよう」などのコラムを設け、生徒が
興味・関心が持てるように配慮されている。

○大判で見開きのし
やすい判型である。譜
面台に置いたり生徒
が手に持って歌唱す
るのに適している。

○和楽器に関しては、生徒が興味・関心をも
てるような話題を提供している。

○学校で取り扱うことの多いアルトリコー
ダーやギターを最初に取り上げ、ついで和楽
器を取り扱う配列にしている。

○合奏曲では、特に楽器を指定せず編成例
をあげ、生徒の実態に合わせた取り組み方
ができるように配慮されている。

○深めよう！音楽」として,対話的な学習を
進めたり、より発展的な深い学びに導く専門
的内容も示されている。

○歌詞を写真中にレイアウトする
場合も無地の部分に配置するなど
特別支援教育の視点に立ったわか
りやすいものである。

○学習内容として楽器別ではなく表現領域
の「器楽」と「創作」に分けてねらいとともに
「音楽を形作っている要素」が併記されてお
り、めあての確認が容易にできる。

○全ページに多色刷
りが用いられ、レイア
ウトも全体を通じて統
一感がある。

○冒頭グラビアページの発展的な
学習で、楽器制作者の音や音楽へ
の思いを取り上げ、楽器に対する
興味・関心をさらに深める配慮が
されている。

○色覚特性に適応することを目指
したデザイン

○具体的学びが可能なように、写
真が細かくのせられている。
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種目（ 美 術 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント【ロゴ有】

（カラーデザイン）

○カラーユニバーサルデザイン

（インキ）

○植物油インキ

○他教科とのつながりが記載されている。

○いろいろな分野において参考作品が多く
載っていて、生徒が幅広い美術作品に触れ
ることができる。

〇拡大された作品の上に重なるよ
うに元の全体図の作品の画像があ
る。

令 和 ３ 年 度 使 用 中 学 校 教 科 用 図 書 調 査 研 究 報 告 書

９
開隆堂

○鑑賞の学習の進め方などを示してあるの
で、とっかかりがつかめない生徒にとっては
学習を進める手助けになると思う。

○QRコードは毎ページごとにある。デジタ
ルコンテンツで教科書には載っていない作
者についてなどの追加説明などがある。美
術と暮らしに関係するページもありキャリア
教育に活かせる内容になっている。

◎描き方のヒントがあり、学びの特性を持つ
生徒や描くことを苦手とする生徒にとって
も有効である。

○参考作品や注釈が充実していて、生徒が
幅広い美術作品に触れることができる。

○絵や写真が大きく掲載されていて、見や
すい。

○単元毎に「三つの観点」ごとに目標が表記
されている。また、他教科や道徳とのつなが
りについても表記されているので、美術が
生活や社会にもたらす役割なども学べる。

○デジタル教科書が
ある。

○QRコードはほぼ毎ページにあ
り、デジタルコンテンツで作者につ
いてなどの追加解説があり、内容
も見やすい。

○全体的に写真の量は多い。

○色彩の単元では、少数派色覚の
生徒に配慮した内容になってい
る。

○作品の原寸大のページは少ない
が、たくさんの作品を掲載してい
る。
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種目（ 美 術 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント

（カラーデザイン））

（インキ）

○植物油インキ

◎「美術で学ぶこと」や「みんなの工夫」をみ
て、具体的に描くポイントが分かる

○教科書全てのページに、専門家
の校閲を受けた。

○図版と図版の間を開けたり、経
線を引いたりして、境界を明確に
区別できるようにした

○作品の拡大画像に合わせて紙の
種類が変えてあるため、色や実物
の質感など鑑賞する中でも作品の
想像がしやすい。

○「最後の晩餐」のページにはト
レーシングペーパーが付属されて
おり、透視図法などを教科書に書
き込みながら学べる。印刷は鮮明。

38
光村

○生徒作品とプロの作品が半分ずつくらい
掲載されている。

○道徳とのつながりについても表記がされ
ている。

○発想、構想の手立てが作品例とともに示
されており、生徒が主題を導き出す流れがイ
メージしやすい。

○制作過程も同様に示されているので、自
分で確認しながら制作できる。

○鑑賞と表現を行き来するような構成に
なっているので、両分野をつなげながら学
ぶことができる。

○制作や鑑賞で注目するべきポイントが丁
寧に示されている。

○デジタルコンテンツでは作品を３６０°鑑賞
できる内容になっており、立体作品をより深
く鑑賞できる。

○技法の名前や説明だけでなく、その技法
を使い実際に作品を発表している作家につ
いて、作品についても書かれているため鑑
賞にも活用できる。

○単元毎に目標について表記されており、
生徒が理解しやすい言葉で書かれている。

○「絵や彫刻、デザインと工芸」についても分
かりやすいく表記されている。

○制作過程が写真付きで示されているもの
が多く、第1学年の生徒たちの理解を幅広く
深め、創作意欲を引き出すのに適切である。

○プロによる作品が大きい図版で見られる
ような構成になっている。

○絵画・彫刻・デザイン工芸などの分野の内
容が幅広く扱われている。

○個人の制作過程を見せてもらっているよ
うな標記の仕方が良い。

○版画などは本物に近い質感で印
刷されているページが設けられ、
手触りや質感など、手に取った時
の感覚をイメージしながら鑑賞で
きるため深い学びにつながる。

○道徳科と連携した目標も表記さ
れているので、授業の中で学習さ
せやすいと感じる。

○QRコードから動画
等のコンテンツを見る
ことができるので、生
徒にICT端末がいき
わたると効果的に活
用できると思われる。

○手のデッサンの制
作のヒントとして、骨
格を捉えることを入
れていただいていた
ので良かった。

○日本美術の作品ページは紙の質
感を変えるなどして手触りを楽し
める。
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種目（ 美 術 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた
授業改善

表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント【ロゴ有】 ○三冊になっている。

（カラーデザイン）

○カラーユニバーサルデザイン

（インキ）

○植物油インキ

（表現）

◎有名な資料が多くワクワクする。芸術が楽
しいことが伝わる。

○作品の大きな写真が多く作品は
見やすい。

〇教科書を実際に折って屏風を学べる等、
日本美術について学びやすい。

○原寸大の図版が充実している。
生徒同世代が写真使用に多く含ま
れるので、美術との関わりを意識
しやすい。

○フォントや色遣いが多様で、生徒
が興味をもちやすくなっている。

○表紙が印刷も美しく、中のペー
ジも写真や図が大きく掲載されて
いて、大きめのサイズの教科書の
いい点だと感じました。

○教科書を実際に折って屏風を学
べるページなどがある。図や写真
が大きめに構成されている。

○絵や写真が大きく、たくさん掲載されてい
るので、生徒が様々な分野に興味を持って
みてくれそうな教科書である。

○学びの目標が細かく記載されているの
で、注目すべきところ、意識すべきところが
生徒に理解しやすい。

○気づきを促す吹き出しによって、生徒が疑
問を持ち考えながら学習できる。

○プロの作家が発想、構想刷るときの流れ
が掲載されているので、生徒が主題を見つ
ける際にアイデアの広げ方などをイメージし
やすい。

○現在活躍されている歌手や俳優の方が美
術作品についてのコメントを寄せていて、生
徒たちにも鑑賞で話し合ったり、自分の意見
を出す手掛かりになると感じた。

１１６
日文

○２・３年生の教科書が上・下に分かれてい
るので、各分野について理解を深めるのに
有効だと感じた。

○単元毎に「三つの観点」ごとに目標が表記
されている。最初のページに教科書の見方
について解説されているので、生徒が使い
やすい。

○美術史上の作品以外に身近なものを取り
上げた内容が多く、指導要領の改訂を強く
意識した内容になっている。

○作品を実際に使っていたり、人の気配を
感じる写真が多く採用されているので、美
術をより身近なものとして捉えられるような
工夫がみられる。

○作品作りのアイディアのヒントを得やすい
内容が充実している。
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種目（ 保 健 ・ 体 育 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○ＵＤフォント使用【ロゴ有】

（カラーデザイン）

（表現）

(インキ)

○キーワードの解説を巻末に示している。 ○植物油インキ

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○ＵＤフォント採用【ロゴ有】

（カラーデザイン）

（表現）

(インキ)

○植物油インキ

○カラーユニバーサルデザインに
配慮

○イラストや図表が多く、「ミニ知
識」などを活用して中学生の興味
を引くものも多く感じる。

◎色鮮やかで見やすい。

４
大日本

○単元によって「学びを活かそう」で学習の
振り返りをさせ、さらに「キーワード」による
言葉の掲示をすることで、今後の生活に生
かす課題が課題が出されている。

○各単元の内容量、特に文章量が少なく、物
足りなさを感じる。その分、図表やイラスト
での説明が多くなっている。

○心肺蘇生法について、写真付きで、非常に
わかりやすく説明をしている。

◎熱中症について比較的充実している。

令 和 ３ 年 度 使 用 中 学 校 教 科 用 図 書 調 査 研 究 報 告 書

２
東書

○色覚特性に適応するようにデザ
イン

○巻末資料で深い内容の記述があり、生徒
の興味関心を引き出す工夫がされている。

○色使いが非常に優しく見やすい
レイアウトになっている。

○本文と資料の区切りがはっきり
しており、各単元の見開きページと
して見ても見やすくわかりやすい。

○資料として、イラストやグラフ、
データが豊富に記載されており、
視覚的に見やすい工夫がされてい
る。生徒が興味持つ内容となって
いる。

○毎単元に「学習課題」や「見つける」で実生
活を想起させる課題を掲示し、学習への関
心、意欲を高める工夫がされてある。

○実際の写真よりイラストの方が多い印象
がある。

○Ｄマークを設け、学習内容に関連する動画
や資料を用いて、インターネットを使った学
習ができる。

○単元の最後に「活用する」「広げる」という
中学生から見ても、まとめで活用することが
分かりやすく提案されており、主体的に学ん
だり対話をして深めようと記載があるので、
授業でも取り組みやすい。

○単元ごとに学習の流れが示されており、
流れがつかみやすい。

◎熱中症やアレルギーについて比較的充実
している。

○各章ごとに、「章末資料」と「学びを活かそ
う」「章の学習のまとめ」がある。

○ページの最下部に「ミニ知識」と
して関連した情報を紹介している。

○見開きページの色の使いや重要
語句の太字が多く、視覚的にこの
単元は何を学習しているのかはっ
きりしており、見やすい。

○重要語句がはっきりとしており、
視覚的に学んでいることが分かり
やすい

○「資料」「学びを活かそう」の中で、実習や
調査の実施のために、記録表の掲載やその
手順を写真・イラストで示し、体験的な学習
の実施のための工夫がされている。

○ミニ知識が紹介されている。
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種目（ 保 健 ・ 体 育 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント【ロゴ有】

（カラーデザイン）

○資料が豊富で見やすい。 ○カラーユニバーサルデザイン

（表現） (インキ)

○植物油インキ

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント

（表現） （カラーデザイン）

○カラーユニバーサルデザイン

(インキ)

○環境に配慮したインキ使用

○ページの最下部にweb保健情
報館やほり下げるなどの興味を引
く工夫がされている。

○本文と資料の区切りがはっきり
しており、各単元の見開きページと
しても見やすくて分かりやすい。

○表現が中学生にとって分かりや
すく工夫されている印象を受け
る。

50
大修館

２２４
学研

○各章、小単元の学習は必要かつ十分なも
のを取り上げ、資料や知識は過多にならな
いよう、発達段階と学年に応じて精選され
ている。

○単元ごとの内容量として読みごたえがあ
り、各単元の量のバラつきもあまりなく、適
量かと思う。中学生に分かりやすい表現も
多い印象。

◎アレルギーについて比較的充実している。

○単元ごとの内容量として読みごたえがあ
り、各単元での量のバラつきもあまりなく、
適量かと思う。

○学習の目標から「課題をつかむ」「考える・
調べる」「まとめる・深める」という流れで、学
習活動への関心を高める工夫がされてい
る。

○ブロック単位のデザインで見る
順序などをわかりやすくしてある。

○作業課題は本文と明確に区分で
きるように工夫されている。

○単元ごとのコラムも身近な事象から有名
人の体験談等もあり、中学生の興味を引く
ものが多いと感じた。

◎喫煙のことが比較的多く扱っている。

○資料や章末にまとめがあり、生徒が振り返
りをしやすい。

○「探求しよう」では生徒の関心が高まるよ
うな工夫がみられる。

○各章の最後に「章のまとめ」の問題が設け
られており、基礎、基本の定着に活用でき
る。

○学年のまとめがあり、２段階構成で振り返
りと新たな学びや生活実践への展望を確認
することができる。

○各単元の最後に考えをまとめたり、考えを
表現しようというような発問がある。

○各単元の最後に「学習のまとめ」があり、
主体的に考えさせ深めるものや、対話で学
習をまとめるものがあり、まとめが多く授業
で活用しやすい。

○課題解決型学習によって、自ずと保健及
び体育に関する知識を身に付けることがで
きるようにしている。
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種目（ 技 術 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○問題解決の流れが丁寧に示されている。 ○UDフォント【ロゴ有】

（カラーデザイン）

（インキ）

○植物油インキ

（表現）

２
東書

令 和 ３ 年 度 使 用 中 学 校 教 科 用 図 書 調 査 研 究 報 告 書

○ＡＢ版と大判であ
る。

○時代に即した資料が多く使われている。

○技術の見方・考え方のつながりを意識した
構成になっている。

○内容的に単元別の色分けがなされてお
り、開くときに必要内容を引き出しやすい。

○「問題解決カード」があり、学習の進め方、
学び 方がわかりやすく示されている。

○予測できない未来に対し、自らが主体的
に問題を見いだし、 柔軟に問題解決に取り
組むことができる内容である。

○全ての生徒の色覚特性に適応す
るようにデザイン

○教科書の巻頭等に
記載したURLや二次
元コードなどを使っ
て、Dマークコンテン
ツリストのWebペー
ジにアクセスできるよ
うになっている。

◎情報モラル教育について充実している。

○写真による資料提示が多く身近
に感じる。

○イラストや図解で説明を焦点化
したり、キャラクターを登場させて
生徒に考えさせる工夫をしたりし
ている。

○考えや意見を整理する手段として、フィッ
シュボーンや 5W1H などの思考ツールが
見開きページで紹介されている。

○「問題の発見と課題の設定」の場面が全編
に入っている。

○情報量が多い分、字は細かく
なっている。

〇単元のページを開かなくても、
よく見える色分けがなされており、
必要内容を引き出しやすい。

○時代に即した資料が多く使われている。
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種目（ 技 術 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （分冊・合冊）

○指導と評価の一体化の工夫がある。

○安全教育、環境教育が充実している。

（インキ）

○植物油インキ

○政策題材が数多く取り上げられている。

６
教図

○ユニバーサルデザインの考えに
基づいて編集

○別冊　技術ハンド
ブックが付属している
ので、別途資料集など
の購入の必要がなく
なる。

○別冊には実習の基
礎技能等がわかりや
すく標記されている。

◎情報モラル教育を取り扱っている。

○各編成の導入ページに見開き写
真が採用されている。

○写真による資料提示が多く身近
に感じる。○社会とのつながりを意識づけることがで

きる内容である。
○イラストや図解で説明を焦点化
したり、キャラクターを登場させて
生徒に考えさせる工夫をしたりし
ている。

○伝統と文化を尊重し、国際社会でも 通じ
る力を身につけられるような内容である。

○本体巻末に４部のワークシートが綴じられ
ている。

○生徒がおもしろそう、できそうと思える実
習題材が多い。

○資料的な内容はもちろん、作業を補足す
る資料が大変多い。

○本体巻末に４部のワークシートが綴じられ
ている。

○未来の社会像「Society5.0」や、SDGs
について取り上げられている。

○社会の発展と技術について、自ら考察で
きる内容である。

○評価の三観点に対応した指導計画がたて
やすい。

○職業観、勤労観を重んじて、主体的に 社
会の形成に参画できる力がつくようになっ
ている。
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種目（ 技 術 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

（カラーデザイン）

○実用例が多い。

○応用・発展できる参考や資料が豊富。 （表現）

(インキ)

○植物油インキ

９
開隆堂

○児童生徒が学習の見通しを立てたり学習
したことを振り返ったりする活動が多い。

○生活や社会につながる問題解決におけ
る、問題の発見や課題の設定で、どのように
技術の「見方・考え方」をはたらかせ、実習に
生かしていく のかを、具体例に示している。

○カラーユニバーサル デザインの
視点から、見出しが整理されてい
る。

○単語が途中で改行 されないよ
うにすることで単語を認識しやす
くしてある。

○カラーユニバーサルの視点か
ら、色覚の個人差を問わず、できる
だけ多くの生徒が見やすくなるよ
うなデザイン

○ＱＲコンテンツが充
実している。

○さまざまなＵＤフォントが多用さ
れている。

○AB判と大判であ
る。

◎挿絵・写真・図表等のレイアウト
が優れていて見やすい。

○各編成の導入ページに見開き写
真が採用されている。

○イラストや図解で説明を焦点化
したり、キャラクターを登場させて
生徒に考えさせる工夫をしたりし
ている。

○写真による資料提示が多く身近
に感じる。

○自分たちが取り組む問題解決が、社会と
どのようにつながっているかを示すことで、
「見方・考え方」を生活や社会で生かそうとす
る態度を養う内容である。

◎情報モラル教育を取り扱っている。

○「導入」→「基礎学習」→「展開」→「まとめ・
評価」で構成され、系統的な学習が進められ
る。
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種目（ 家 庭 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント【ロゴ有】 ○カラーAB判

（カラーデザイン）

◎幼児について最後に扱われている。

（インキ）

○植物油インキ

（表現）

○１ページあたりに記載されてい
る本文や資料などの情報量が多
い。

○リンクとしてつながりのあるペー
ジがしめされている。目標が書か
れていたり、キーワードがあった
り、理解しやすいように工夫されて
いる。

○本文は明朝体を採用し、重要語
句や図の説明等にユニバーサル
フォントを採用している。

○巻末に防災・減災手
帳や子どもの視界体
験眼鏡などの切り取
り教材がついている。

○「高齢者との関わり方」「蒸す調理」「クレ
ジットカード」など新しい内容も具体例を示
しながら詳しく取り上げられている。

○キーワードとなる語句は、太字
で示されていて見やすい。

○編ごとに「学習のまとめ」として重要な用
語一覧や、自己評価、確かめ問題がある。

○写真やイラストは、淡い色目に統
一されていて目にやさしい。

○視覚的に理解を深められる資料
が多い。

令 和 ３ 年 度 使 用 中 学 校 教 科 用 図 書 調 査 研 究 報 告 書

２
東書

○各単元ごとに目標が示され、それに対応
する自己評価欄がある。

○特に被服分野ではミシンの使い方の説明
が丁寧である。

○単元ごとに、主体的・対話的な学びのため
の課題提起がある。○他教科とおおまかな内容の関連が示され

ている。

○実物の写真や図を使用し、手順
等を示している。

○本文と資料の関係を関連付ける
表記が、文の途中に含まれている。

○編ごとに色分けされている。ま
た製本小口は章ごとに、さらに色
分けされている。

○自分の考えを書き込む欄が設けられてい
るあり、主体的に考え取り組むため工夫があ
る。

○章の最後に学習のまとめがあり、大切な
用語があげてあったり、学習を振り返ろう、
学習したことを確かめよう、生活に生かそう
と、ポイントを記述できるようになっている。

○ページ下部に「せいかつメモ」として、学習
内容を深める資料が書かれている。

○全ての生徒の色覚特性に適応す
るようにデザイン

○ページ右下にパラパラ漫画が記
載されている。

○Dマーク掲載しインターネットを活用した
学習ができるようにしている。

○１冊の重量は600g
である。
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種目（ 家 庭 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （分冊・合冊）

（インキ）

○植物油インキ

○編末に観点別の確かめ問題がある。

（表現）

（印刷）

○文字が大きく、行間が広めで読
みやすい。

○カラーAB判

○さまざまなマークがあり、わかり
やすく示されている。

○ロールプレイングを用いて学習理解を深
める箇所が随所にみられる。

○自分の考えを発表したり、作品を作るなど
の自主的・自発的な学びを助ける具体的な
記載がある。

○食品成分表が食品群ごとに色別で示され
ている。

○特に、食生活分野では、食品とその概量が
写真で示され、理解を助ける。

○単元ごとにめあてが示され、それに対応
する３A・B・C自己評価欄が設けられてい
る。

○QRコードを読み取ると、学習内容の理解
を助ける動画が視聴できる。

○本文は明朝体を採用し、重要語
句や図の説明等に別のフォントを
採用している。

○重要語句は青字である。ルビの
大きさは、まちまちである。

○図やグラフ、写真やイラストなど、視覚で
とらえる内容が多い。

○3年間汚れにくく長持ちするよ
う配慮されている。

６
教図

○本文と資料の関係を関連付ける
表記が、文の途中に含まれている。

○消費生活分野において、SDGｓを大きく
見開きで取り上げ、自分の考えを記入する
欄が設けられている。

○教科書のＱＲコードを読み込み、
動画で手順がわかりやすく説明さ
れていたり、参考資料を見ること
ができる。

○巻末に食品シール
がついている。

○１冊の重量は630g
である。

○ユニバーサルデザインの考えに
基づいて編集

○カラーイラストや、カラー写真が
充実している。

○製本小口は編ごとに色分けされ
ている。
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種目（ 家 庭 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○カラーAB判

（カラーデザイン）

（表現） (インキ)

○編ごとに色分けされている。 ○植物油インキ

○重要語句は黒色の太字である。

○ルビの大きさがそろっている。

○カラーユニバーサルの視点か
ら、色覚の個人差を問わず、できる
だけ多くの生徒が見やすくなるよ
うなデザイン

○ユニバーサルデザインフォントを
採用している。

○巻末に防災教育にかかわる折こ
みがついている。

○ページ下部に学習内容を深める「豆知識」
が記載されている。

○QRコードが記載され、学習の理解を助け
る動画が視聴できる。

○授業内に短時間でできる「やってみよう」
がたくさんある。

○6つの食品群のページに、食品を用いた実
験が載っていて、子どもたちの関心を引き
やすい。

９
開隆堂

○単元ごとに、話し合い活動や実生活に生
かし学習を深めるための具体的な記載があ
る。

○各ページに使われている色に統
一感がある。

○単元ごとに目標が示されており、それに
対応する振り返りを具体的に記述できる欄
が設けられている。

○編末に「学習のまとめ」として確かめ問題
や、話し合いのテーマが記載されている。

○ページ右上に学習内容と関連し
た写真が小さく掲載されている。

○単元ごとに「生活にいかそう」という欄が
設けられ、　話し合い活動に利用することが
できる。

○参考資料や、「先輩からのエール」という
学習を深める資料が随所に掲載されてい
る。

○「SDGｓ」や「食品ロス」「プラスチックごみ
問題」が大きく取り上げられ、見方・考え方を
養うことができるきっかけの提示がされて
いる。

○１冊の重量は570g
である。

○巻末に災害につい
てのイラストつき資料
がついている。

○クリアファイルカ
バーがついている。

○単元の終わりにふり返りや生活に生かそ
う、学習のまとめがある。

○主体的、対話的、深い学びというプロセス
で学習を進める様になっている。

○学習内容を発展させる実験の例が具体的
に示され、生徒の興味関心を引く。

○各ページに写真資料があり、本
文も充実している。

○本文と資料の関係を関連付ける
表記が、文末に含まれている。

〇いろいろなマークがあり、学習を
ガイド出来るようになっている。

○章末に調べ学習や発表の題材が具体的に
示されており、主体的・対話的な学習を助け
る。

○他教科とおおまかな内容の関連が示され
ている。
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種目（ 英 語 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○図、イラストなどが見やすい。 ○UDフォント【ロゴ有】

（カラーデザイン）

(インキ)

（表現） ○植物油インキ

（印刷・製本）

○各ページにコミュニケーションの題材がある。

○難易度が少し高いように感じる。

○３年間を見通したCAN-DOリストが巻末
にまとめて掲載されており、目的を意識し
て、各言語活動に取り組むことができるよう
工夫されている。

○小学校で学んだ「表現」を使って、「聞く」
「話す」活動から授業に入る構成になってい
る。

○文法のまとめが、見開き2ページ
で他社より大きい扱いで分かりや
すい。

◎目次の中に何を学ぶかというこ
とが書いていて分かりやすい。

◎クラスルームイングリッシュの例示があ
る。

◎4技能５領域（聞くこと、話すこと「やり取
り」、話すこと「発表」、読むこと、書くこと）の
バランスが非常に良い。

令 和 ３ 年 度 使 用 中 学 校 教 科 用 図 書 調 査 研 究 報 告 書

○Stage Activityで、話すこと（やりとり）
の活動が設けてられている。

○３年生ではディベート活動が取り上げられ
ている。

○前学年での既習事項を振り返るUnit 0
が各学年で設定されている。

○日常生活にかかわる身近な話題や、各国
の文化、社会情勢など、多岐にわたる内容が
取り上げられている。

○各単元の文章量が多く、言語活動も豊富
に設定されており、指導者が取捨選択する
場合も想定される。

○学年によって、主体となるフォン
ト（字体）を変えている。

○教科書のサイズが大きくなって
いるので、1ページの内容がゆった
りみられる。

○A4版である。最も
サイズが大きい。

○全ての生徒の色覚特性に適応す
るようにデザイン

○小中高を貫く独自のCAN-DOリストに基
づいて， 段階的・系統的に学習が進められ
るよう，3年間の学習内容が構成されている

○Unit本文の前に、文法の「目的・場面・状
況」を表す音と映像を見ることができる。

○Grammar for Communicationで
は，丁寧に文法を解説し，何度でも見直して
自学自習 できるようになっている。

○QRコードの読み取りで、本文と新出単語
の音声教材を使用することができる。

○書くことの活動も含め、全体的に言語活
動が豊富に設定されている。

○小学校で学んだ「表現」を使って「聞く」
「話す」活動から授業に入るよう構成されて
いる。

○1年1学期分は教科書に4線で見本があ
り、4線の幅も書きやすいよう工夫されてい
る。

○SDGsを踏まえた内容が掲載されてい
る。

２
東書

◎小学校と同じ構成で同じ記号を
使っている。

○小学校で既習の単語がページの
足元についている。
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種目（ 英 語 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○B5変型判である。

（カラーデザイン）

（表現）

（印刷・製本）

○小学校英語の教科書でも使われ
ている手書き文字に近い書体で書
かれている。

※特別支援教育の視点から、書か
れている内容が読み取りやすくな
るように配慮

○カラーユニバーサルの配慮

○１年生の巻末辞書で、小学校で
学んだ単語が別になっている。

○イラスト、写真などが豊富で、状
況をイメージしやすい。

○それぞれのページの目標がはっ
きりしている。

○デジタル教書では、
弱視などの生徒も安
心して学べるように、
色の反転機能や、教科
書紙面をすべて読み
上げる読み上げ機能
が入っている。

◎クラスルームイングリッシュの例示があ
る。

◎場面ごとの単元設定になっており、それぞ
れの単元でどんなことができるようになる
のか、目標設定しやすい。

○Readingでは、本文には直接書かれてい
ない情報を読み取ったり、題材について自ら
考えたりといった設問により能動的に読む
姿勢を育てるよう工夫されている。

○アクションカード
（絵と英語表現のカー
ド）が付属している。

○QRコードにより、家庭でもアニメーション
や音声の確認を行うことができる。

○様々な場面がアニメーション化されてお
り、内容把握の手がかりとなっている。

○Interactでは、「ペットにするならどんな
動物がよいと思いますか（２年）」等、必然性
のある場面・トピックが設定されており、ス
ムーズなやり取りができるようになってい
る。

○Interactのページでは、新学習指導要領
に則って、生徒同士のやりとりや発表する機
会を設けられている。

○ＳＤＧｓに関連した題材が豊富に取り上げ
られている。
 １年生では世界の果ての通学路、交通安全
支援、２年生では自然の中で生きる動物、職
場体験、３年生ではチョコレートの陰に隠れ
た児童労働、マララ・ユスフザイ、アメリカ手
話等について取り上げられている。

９
開隆堂

○Scenesの中のStepsではマッピング、
言いかえ、ディスカッション等をとおして、ア
ウトプットの技能を身につける設定がある。

○理解力と表現力を高める活動Retellが設
定されている。Interactでは、意見を述べ
合う活動が設定されている。

○単元がScenes、Think、Retell、
Interactの４つのステップから構成されて
おり、それぞれ異なる場面・文脈の中で新出
表現の理解を深めることができるように
なっている。

○Thinkでは、「まとまりのある英文」により
長文を速く読むことに慣れ、「推量発問」によ
り思考力を鍛えることができる。

○パフォーマンス活動Our Projectが３年
間を通じて８か所配置されており、場面や内
容が段階に協働学習できるようになってい
る。

○各学年巻末にアクションカードがつき、
ゲームケー式で基本動詞が会得できる工夫
がある。

○現代風のイラストが多く、親しみ
がもてる。　状況をイメージしやす
い。
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種目（ 英 語 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント【ロゴ有】 ○A4変形版である。

（カラーデザイン）

○カラーユニバーサルデザイン

○1年生は手書きに近いフォント使用

○アクティビティなどが豊富。 （インキ）

○植物油インキ【ロゴ有】

（印刷・製本）

○丈夫な用紙を使用している。

○印刷が濃く、鮮明に印字されて
いる。

○漢字、かなづかい、記号などの
標記は見やすいよう工夫されてい
る。

○ゴシック系フォントが多く使われ
ている。

◎クラスルームイングリッシュの例示があ
る。

○挿絵が増え、英語が苦手な生徒
も親しみをもって取り組めると思
う。

○クラスやグループでの協働作業を行う活
動が設定されている。

○文法のまとめのページでそれまでに学ん
だ文法事項をまとめて振り返ることができ
る。

○学校生活や行事を紹介するメールを書く
など身近な事柄について各作業が自主的な
活動と結びつきやすい。

○話す活動は、「発表」を中心に組み立てら
れている。

○３学年で１７０か所以上にQRコードがつ
いており、本文の音声や動画など学びを深
めるためのデジタルコンテンツが用意され
ている。

○projectでは自分の考えを生かしやす
い、身近なテーマやトピックが使われてい
る。

○読み物教材では、大切な文法事項が適切
に入っている。

○題材が多様性があり、興味を持たせやすい。

○生徒の興味関心を高めるよう楽屋偉人の
名言が多く扱われている。

１５
三省堂

○各単元の最初のページにそこで学ぶ言語
材料が示されている。

○外国や日本の文化、平和、人種差別等、幅
広い題材が使われている。

○get、get plus、use、readと基本から
発展に進む内容になっている。

○本文等の行間を広くとられてい
る。

○挿絵が増えて英語が苦手な性と
も親しみを持って取り組めると思
う

○1年で扱う題材は、イギリス、アメリカ、日
本文化と続いて扱い、文化の違いについて
考えられる構成となっている。

○3年生では、平和、人権がテーマで学びが
いがある。
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種目（ 英 語 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント【ロゴ有】 ○A4変形版である。

（カラーデザイン）

（インキ）

○植物油インキ

（表現）

○暗記用の透明シートが付属して
いる。

○1年の前半は、本文も会話表現
主体に構成されている。

○落ち着いた配色で構成されてい
る。

○カラーユニバーサルデザイン
　【ロゴ有】

◎クラスルームイングリッシュの例示が、絵
と例文を離して書いている。

○対話活動をさせるところでは例文が多く
提示されており、使える表現を示している。

○本文には日常会話で使う表現が多く使わ
れており、なじみやすい会話になっている。

○1年では小学校の既習表現を実際に使う
ようにしたアクティビティや対話活動が多く
用意されている。

○本文に関するイラストだけでな
く、実際の様子が写真で多く提示
されている。

○教科書本文はQRコードの読み取りで、音
声が聞ける。

○音読の回数チェックがついてい
る

１７
教出

○各セクションごとに自分の考えや意見を
一分程度で書く活動が設定されている。

○単元ごとの練習問題ページでは、書く活
動が多く組み込まれている。

○1年の前半は小学校で使われて
いる書体が使われており、後半に
なるにつれて、一般的に雑誌や読
み物で使われている書体になって
いる。

○ポイント文法やレッスン事の文法をまとめ
たページにそれぞれ説明文章がある。

○巻末にCAN-DOリストがついていて、自
己評価できる。

○小学校での学習内容との連携から、過去
形や現在分詞が早い時期で学習内容で取り
上げられている。

○本文の話題は環境や動物、世界の文化や
取り組みなど、生徒が興味をもちやすい内
容で多様は内容でまとめられている。

○学習の仕方や巻末ページでは品詞や種類
別で単語がまとめられており、生徒が自主
的に学習しやすいようになっている。

○本文の表現に日常会話で使う表現が多く
含まれている。

○本文の書き方が登場人物のせりふ形式に
なっている。

○小学校英語の復習をリスニングやゲーム
などの活動を通して中学校英語に接続する
構成になっている。

○日本の偉人についての長文があること
で、日本の歴史や文化の理解が深まる。

○巻末に暗記用透明シートがあり、自主学習
に役立つページがある。
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種目（ 英 語 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント【ロゴ有】 ○A4変形版である。

（カラーデザイン）

○カラーユニバーサルデザイン

（インキ）

（表現） ○植物油インキ

（VEGETABLE OIL INK）

○１ページあたりの情報が多い

○生徒が活動できる内容が多い。

３８
光村

○学校生活、平和問題、外国の文化、最新技
術、環境問題など、幅広い題材が取り上げら
れている。

○旅行をテーマにした、生徒が興味をもつ内
容が比較的大きく扱われている。

○「職業診断」のテーマで、キャリア教育が取
り上げられている。

○「Let's Talk!」という学校生活や家庭で
のトピックで即興のやり取りができる教材
が、各学年の巻末に付属している。

○巻頭に学年目標、巻末にCAN-DO List
が示されている。

○巻末に帯教材として使えるLet's Talkが
あり、【やりとり】の活動を広げるヒントが示
されている。

○内容が実用的で実践的な内容が豊富であ
る。

〇単元の導入を見開き2ページ
使っている。

○各ページごとのレイアウトが見や
すく、学習者が迷わず学習できる。

○１年と２年及び３年と、英語の書
体を変えて、小学校からの移行が
円滑に行えるように工夫されてい
る。

アイコンやマークを用いた説明が
わかりやすい。

○色覚特性のある児童生徒に対
し、色＋図形で識別できるよう配
慮されている。

◎クラスルームイングリッシュの例示があ
る。

○QRコードからアクセスする音声や映像に
よって, 自ら学ぶ新しい学習方法を提案して
いる。

○実社会に即した教材を豊富に取り揃えて
おり、英語の力をつけながら世界を広げ、多
様な見方・考え方を育てられる。

○SDGｓを踏まえた内容が掲載されてい
る。

○本文を読む飴とあとで簡単な設問が用意
されており、ポイントに注意して本文読解を
行える。

○レッスンごとにアクティビティのページが
用意されている。

○各学年の巻末に、ペアワークで会話するた
めの小冊子がついている。

○一年生最初にフォニックスのページがあ
る。

○各レッスンごとにふりかえりコーナーがあ
り、巻末のCAN-DOリストとリンクしてい
る。

○Active WORDSとして、気持ちや状態
を表す語彙、感想や印象を表す語彙、発想を
広げる語彙などがまとめられている。

○本文とリスニング問題に関してQRコード
の読み取りで音声が聞ける。自宅で音声教
材などを再生できる。

○帯教材と小教材の活用で総合的な英語の
力を身に着けられるようにもなっている。
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種目（ 英 語 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○A4変形版である。

○見やすい。

（インキ）

○植物油インキ

（表現）

（印刷・製本）

○英語のつづりと発音の関係をまとめて示
すページがある。

○対話を行うときに参考にできる
英語表現が豊富に示されている。○「Targetのまとめ」として、言語材料をま

とめて示すページがある。

○SDGsを踏まえた内容が掲載されてい
る。

○１年生の教科書では、ほとんどの
英語表記がＵDフォントになってい
る。

○前置詞の意味を図で示すなど、
語彙をわかりやすく工夫がなされ
ている。

○環境問題、平和、自然、海外の文化等、幅
広い題材を扱っている。

○生徒になじみ深いアニメ等が取り上げら
れている。

○対話的にペアワークをする活動がある。

６１
啓林館

○魅力的な写真、イラスト、単元末
の資料ページ等が、生徒たちの読
解をサポートしている。

○裏写りの少ない紙を使用してい
る。

○短い会話文、Practice,　Spek, Write
で単元が構成されている。

○長めのリスニングは、Let's listenで練
習する。

○「聴く」より、「話す」「書く」の観点の内容
が豊富である。

○QRコードの読み取りで本文、進出単語の
音声教材あり。進出単語ひとつずつ、個別に
も再生できる。

○ちびまるこちゃんやモアナなど、
生徒が親しみを覚えそうなキャラ
クターを使ている。

○日本の伝統行事やノーマライゼーションを
題材にしている。

○各単元で「話す」の観点に重きを置いた活
動が設定されている。

○各単元で主体的に自己表現をする活動が
用意されている。

○MUD
（メディア・ユニバーサル・デザイ
ン）

○4技能をバランスよく扱うとともに，「話
す」については「やりとり」と「発表」に分けて
取り扱っている。

◎クラスルームイングリッシュの例示があ
る。 ○情報量が多すぎず、シンプルで

取り組みやすいレイアウトになって
いる。

○魅力的な写真・イラストや単元末の資料
ページ等が生徒たちの読解をサポートして
いる。

※個人の特性にかかわらず、内容
が伝わりやすい配色・デザインを使
用
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種目（ 道 徳 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント【ロゴ有】

（カラーユニバーサル）

○28テーマを35時間で構成

（表現） （インキ）

○表記・表現について適正である。 ○植物油インキ

（印刷）

◎設問が「考えよう」（教材の中心発問）、「自
分を見つめよう」（事故を振り返る一般化の
質問）とシンプルで分かりやすい。

令 和 ３ 年 度 使 用 中 学 校 教 科 用 図 書 調 査 研 究 報 告 書

２
東書

○話だけで完結するのではなく、関連する
図書や記事の紹介があり、様々な考えに触
れることができる。

○読み物だけでなく、新聞教材やマンガ教
材、現在で活躍している人物のエピソードな
ど、多方面の工夫した教材があるので、生徒
の興味関心を得やすく、授業が組み立てや
すい。

○本文内に「アクション」など体験型学習が
できる教材が準備されているのが良い。

○ホワイトボード用紙
や心情円など、話し合
いに使いやすい付録
がある。

○教科書の後ろにあ
る学期を振り返る
ワークシートがある。

○全ての生徒の色覚特性に適応す
るようにデザイン

○伝統・文化やキャリア教育などに関する教
材を多く取り上げている。

○「生命尊重」と「いじめ問題」をユニット化
されている。

○教材が，内容項目の４つの視点のうち，ど
の視点に当てはまるのかが明確である。

○心情円やｐ４ｃ，話し合いの手引
きといった生徒の気持ちを可視化
し，考えの整理を助ける教具を付
属。「考え，議論する道徳」の授業を
実現するための工夫がある。

○二次元コードを読
み取り，表示されたメ
ニュー画面から，コン
テンツにアクセスでき
る。

○主人公を自分と重ね合わせて、自分の日
常をふり返ることのできる題材がそろって
いる。

○想定・印刷が美しい。表紙も現代
的で明るく、生徒の興味も引きや
すいと思う。

○印刷の具合も鮮明である。製本
の材質も良い。
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種目（ 道 徳 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント【ロゴ有】

（カラーデザイン）

（表現）

○文字は大きく見やすい。 （インキ）

○植物油インキ

１７
教出

○キャリア教育、防災週間、音楽会、卒業式
等、生活の実態や学校行事と関連した教材
が多数ある。

単元ごとの資料もワークシートとして使える
ものもあり、充実している。

○イラストや写真資料などがバランスよく配
置されている。

○内容が把握しやすい短めの教材もあり、
多様な生徒に対応しやすい。

○体験的な学習が、単独の教材ではなく、教
材の流れに組み込まれている。

○いじめや差別のない社会について複数組
み合わせたユニットをつくり、重層的に考
え、深めていくことができるようにしてい
る。

○強度に関係する人物の紹介などは、自分
の地域だけでなく、ほかの地域にも関心が
広がられるので良い。

○教科書の後ろにあ
る学期を振り返る
ワークシートがある。

○一時間ごとの学習
の記録ができる。学び
を記録することで、生
徒の成長を後押しす
る評価につなげるこ
とができる。

○カラーユニバーサルデザイン
　【ロゴ有】

○すべての都道府県
から、様々な分野で活
躍した人物の言葉を
掲載している。他の教
科の学習と関連させ
ることができる。

○教材が，内容項目の４つの視点のうち，ど
の視点に当てはまるのかが明確である。

○グラフ等の資料は、見分けやす
い配色になっている。

○読むことだけに頼らない教材もあり、参加
しやすい授業構成も準備されている。

○1年の教科書の「自分で決める」での部活
の名前や内容が少し生々しい。

○生徒の身近な問題や課題を取り上げてい
るので、生徒の心に入り、指導も行いやすい
と思う。

○「学びの道しるべ」や「やってみよう」を活
用することで対話的な授業設定をすること
ができる。

○導入として教材内容に応じた問いが設け
られている。自分自身に振り返って考えるこ
とで、主体的な学びが得られる。

○「やってみよう」では、役割演技や日常の
体験を想起して話し合う活動がある。

○目次がテーマ別に分けられてい
るものもあり、見やすかった。

○実写の資料も多く、イメージが沸
きやすい。
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種目（ 道 徳 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント【ロゴ有】

（カラーデザイン）

（インキ）

○植物油インキ

　VEGETABLE OIL INK

【ロゴ有】

（表現）

（印刷）

○教材の最後に考えよう、見方を変えてな
どのコーナーを設けてあり、何を学ぶのかが
はっきりさせられている。

○教材が，内容項目の４つの視点のうち，ど
の視点に当てはまるのかが明確である。

○ヨシタケシンスケさんの「なんだろうなん
だろう」のコーナーを設けることで、楽しみ
ながら考えを深めることができる。

○今考えておきたいテーマや心に響くテー
マを題材にした教材がそろっている。

○表記・表現について適正である。

○中学校以上配当の常用漢字すべ
てに振り仮名を付けている。

○印刷の具合も鮮明である。製本
の材質も良い。

○色使い等が落ち着いていて読み
やすい。

○生徒を教材に引き込むために、
教科書紙面にQRコードを採用し
ている。

〇テーマ、考える視点があるので話し合いし
やすそう。

３８
光村

○問題解決的な学習や、漫画を読んで考え
る教材など、さまざまな形態がある。

○「広げよう」や「深めたいむ」を活用するこ
とで、主体的な学びができ、対話的な授業に
つなげることができる。

○教科書の後ろに、毎
時間振り返るワーク
シートがある。学期ご
とにまとまっている。

○友達と話し合う中で自分にふり返ること
のできる題材が多い。学びの記録を付ける
ことによって、よりふり返る機会を多く持て
る。

○イラストや写真資料などの統一感があり、
読みやすい内容となっている。

○資料が豊富で丁寧である。

○学年の目標に沿った内容である。
○注、挿絵や図表などが効果的に
用いられていた。

○カラーユニバーサルデザイン
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種目（ 道 徳 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○UDフォント【ロゴ有】

（カラーデザイン）

（表現）

◎内容項目について、単元名のところで示し
ており、この教材で「何を考えるのか」という
ことがわかりやすい。

◎子どもたちの観点で問題提起をした中
で、学習できるようにしている。

○平和教材やいじめに関する教材などで、
生徒の身近な題材が扱われている。

○「いのちの大切さ」「安全に生きる」「情報
モラル」についても、全学年で系統的、発展
的に学習できるようになっている。

○イラストや写真は明るく美しいも
のが多い。

○教科書とノートが連携していて、分かりや
すいと思う。

○実在する人物等の話が多く、イメージがし
やすい。さまざまなジャンルがあるので、興
味がわきやすい。

○版型はA4で使いや
すい。

○道徳ノートも、自由
度が以前のものより
高く使いやすくなって
いる。

〇定番の読み物教材と現代的な課題の教材
のバランスがよいと思う。

○さまざまな意見を出し合える教材よりは、
ある程度指導の方向性が見える教材が多い
ように感じる。

○「参考」のページやプラットホームなどの
資料が多く、臨機応変に活用しやすい。

○生徒の情報活用能力を育成するための教
材が、取り組みやすく組み込まれている。

○別冊ノートが、イラ
ストつきのカラー印刷
で、見やすく使いやす
い。

○漫画、イラスト、写真などが多く
取り入れられており、生徒が興味、
関心を持ちやすいと思われる。

○中学校で学習するすべての漢字
に振り仮名がついている。

○主要人物のイラストと名前が主
題の下に明示されており、読みづ
らさを感じる生徒には助けにな
る。

○対話が生まれるように、３つのステップで
学習を進める構成になっている。

○いじめや社会的問題などをユニットを組
んで配置している。

○カラーユニバーサルデザインに
配慮

１１６
日文

○体験的な学習は１時間で無理なく終われ
る工夫がされている。 ○問題解決的な学習は、生徒が迷わず学習

を進められるようにステップを明示。

○ユニットは３つの教材を通して１つのテー
マを学習するように構成。多面的・多角的に
考えるために工夫されている。
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種目（ 道 徳 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

（カラーデザイン）

○カラーユニバーサルデザイン

(インキ)

（表現） ○環境に配慮したインキ使用

○扱っている記事に興味深いものが多い。

○3年の最後を杉原千畝や「亡き母への・・」
で終えるのも意味深い。

○生徒の興味関心を引き出そうと工夫され
ている。（読み物だけでなく、マンガなどを題
材として活用。）

○様々な分野で活躍する人たちに関係する
題材が取り扱われている。

○現代的な諸課題（情報モラル、食育、防災
等）についても扱われている。

○教材が，内容項目の４つの視点のうち，ど
の視点に当てはまるのかが明確である。

○生命の尊さについては、各学年３本の教
材を用意するほか、他の内容項目とともに
考える教材も用意れている。

○情報モラルについて、各学年ごとに２教材
準備。さらに、学年を通じて系統立ててい
る。

○題名のそばに主題がかかれていないの
は、先入観を生徒が持たなくてよいと思う。

○各個人の考えをまとめる場合も、グルー
プで討議する場合もこの「考えよう」の問い
が道しるべになっている。

○「マイプロフィール」「心の四季」「学びの記
録」など生徒が主体的に取り組みやすい教
材がそろっている。

○「掃除の神様・・」から始まって中学生の生
活の流れに合わせながらの教材選びになっ
ている。

○スポーツ選手の活躍の影にかけがえのな
い裏方さんがいることを各学年で紹介し、人
の見方の深みを与えている。

○AB版で、挿し絵や
写真、図版などが大き
く見やすくなってい
る。

○導入されている写真もインパク
トのあるものが多い。

○表紙や表紙裏ページ、目次の
ページと見やすい工夫が凝らされ
ている。中でも分類別の目次の
ページがよく考えられている。

○色合いもカラフルで、中学生の
年代でも関心を引きやすいのでは
と思う。

○本文にも写真やイラストがふん
だんに取り入れられ、文章のみの
ページはない。

○文字の大きさや行間に配慮され
見やすい。

○絵や写真、図やグラフなどの読
み物以外の素材で構成されている
部分が多くある。

○巻末に「心の四季」
「学びの記録」があり、
生徒が自身の成長を
振り返ることができ
る。評価の参考にもで
きる。

○UDフォント
○中学校で学習する漢字や固有名
詞にふりがながついているので、
学習状況に関わらず読み進めるこ
とができる。

○選ばれている教材が概ね素晴らしい。
○各単元の最後にある☆「考えよう」の２つ
の問いがわかりやすい問いになっている。

２２４
学研

○「深めよう」には、教材中の問いに対して
自分の考えを記入する書き込み欄がある。

○思いや気づきを自由に記入できる「メモ
欄」がある。

○SDGｓとキャリア教育について、全学年で
ユニット学習としている。
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種目（ 道 徳 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （フォント） （分冊・合冊）

○AB版で見やすい。

（カラーデザイン）

（表現） （インキ）

○植物油インキ

○学習の手引きや道徳ノートは、内容項目に
関連する指導の色合いが強く、生徒の話し
合いの方向性を誘導する可能性があると感
じる。

◎考えて話し合う内容が多い。

○読み物資料だけでなく資料にもとづいた
発問が良かった。

○状況に応じた提示
の仕方や、書くことで
考えをふかめることを
目的として、別冊の
ノートを採用してい
る。

○問題解決的な学習や体験的な学習を積極
的に掲載している。

○道徳ノートには誠実・調和・礼儀・謙虚・規
律・正義・家族を愛し・学校を愛し・規範意識
などのテーマがストレートに並んでいる。

○マザーテレサやマンデラやキングカズの記
事は深い学びにつながると思う。

○教材は、１～３年と学年を追って、より考え
を深められるように配列されている。

○道徳ノートが別冊で
付いていて使いやす
い。

○CUD
　カラーユニバーサルデザイン

○文字の大きさ、書体は美しく見
やすい。

○未習の漢字については、全てに
振り仮名を付けている。

○教科書と別冊がリンクしやすい
ように、互いの対応ページをきち
んと示している。

○教材の最後に、内容項目に沿った先人や
現代に活躍する人の名言が記載されてい
る。

○いじめ問題や情報モラル問題に関する教
材を多く掲載し、多角的なものの見方からア
プローチできるように教材が選ばれている。

２３２
廣あか
つ　き

○各教材にめあてをはっきりと明記し、学習
の見通しを持たせている。

○クラスで考えたり、話し合ったりするのに
適した題材が多いように感じた。

○資料のテーマが明確で生徒の頭に入って
いきやすいと思った。

64



種目（ 道 徳 ）

　　　　 観点
発行者の
番号･略称

内容の選択･程度
主体的・対話的で深い学びの実現に

向けた授業改善
表記・表現・印刷等 ユニバーサルデザイン その他

（内容の選択） （主体的・対話的で深い学び） （表記） （分冊・合冊）

○クラスで考えたり、話し合ったりするのに
適した題材が多いように感じた。

○目次が4項目に分かれており、
読み物資料を選択しやすい。

○文書中の説明が欄外にあって、
分かりやすかった。

○オリジナル教材が豊富で、生徒が興味関
心を持って授業に向き合える。

○歴史的な事柄が多く題材に取り上げられ
ている。

○情緒に訴える倫理的な教材が多いが、生
徒自身で考えを深める余地を残した終末が
多い。

○教材文の最後を「…」にすることで、自然
と生徒が考え出せるという工夫が随所にあ
る。

○決まった形のワーク
シートが少ないので、
授業者が自由に教材
を組み立てることが
できる。

※ ユニバーサルデザインに配慮し
た印刷

○実在の人物・出来事を取り扱う
にあたって、時代背景をふまえ、一
面的なとらえ方がされていないか
配慮する必要がある。

２３３
日科

○実在の人物や出来事を取り扱った題材が
多く、生徒自身が身近な事として考えられる
内容になっている。

○実在の人物・出来事であるため、授業研究
によって広がりをもたせ、対話的な授業設定
をすることができる。

○４つの内容を項目順に配置してあり、各地
域各学校の特色に合わせてカリキュラムを
構成できる。

○ＬＩＮＥを題材にした資料など生徒にとっ
て、身近な内容の資料があり良いと思った。

○「考え、話し合ってみよう、そして深めよ
う」で、議論のポイントが明確にされている。

○教科書1年「大地ー八田與一の夢」は、日
本の植民地支配の歴史的背景を学習する必
要がある。

○教材の前に主題名を示していないので、
生徒に多様な考えをさせられる。
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